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んに高い理想 を示 し，皆 さんの人生 を

方向づけ，導いて くれます。

少 し前のことですが，ある新聞で，

教会の ことを痛烈に批判 した投書を読

みました。その中には次のような質問

が書かれてい ました。「モルモ ンはい

つになったら人 と違った ことをするの

をやめ，アメリカの主流に加わるのだ

ろうか。」

時 を同 じくして，私のデスクにイン

ディアナ州のダン ・コーツ上院議員 の

演説のコピーが届 きました。 コーツ氏

は，合衆国の若者が抱 える問題 につい

て行なわれたある調査 に言及 していま

した。その報告書 には次のような結論

が出されていました。

「自殺 は
，現代 の若者の死亡原因 の

第2位 を占めています。……毎年100

万人 以上の10代 の少女が妊娠 し，10代

の少女 を妊 娠 させ た10代 の青年 の85

パ ーセン トは，結局責任を放棄 してい

ます。

……現在，人種，宗教面な どで少数

グループに属する15歳 から19歳 の若者

が死亡 す る原因の トップは，殺人 と

なっています。

毎年，薬物 の乱用 により， さらに強

い薬物 を用いるようになった若者 の多

くが死亡 しています。高校3年 生 の3

分 の1が 週 に1度 は飲酒 を してい ま

す。」

そして この報告書 は衝撃的な言葉で

結 ばれています。「……最 も根本的な

要因は……飲酒，麻薬，暴力，乱交 と

いったひ どく自滅型の行為にある。 こ

れ は行動 と信条の危機であり，人格の

危機で もある。」(「 イ ンプ リミス」

1991年9月 号，p.1)

は この報告書を読んで， もしツれ

§ メ リカの若 の主流 だとした ら，

自分の全力 を尽 くして，教会 の若人 に一

1の 流れから遠 ざかるよう ご説得 し
，

励 まさなければならない と思いました。
一私
は，すべての国に健全で りっぱな

若い皆さんは，まさに王国の神権者で

す。'3・さわしい生活をすれば，皆さん

は恵みを施す天使から慰めや守り，導

きを受けられることでしょう。この世

の王国に属する人でこれほど偉大な祝

福を得られる人はいません。
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生活 を送 っている多 くの若人がいるこ

とを知 ってい ます。 しか しだれ も，数

多 くの若人 に悪 い影響 を及ぼす伝染病

が金世界に存在す ることを無視するこ

とはできません。 これは価値観 を見失

い，道徳的な標準 を捨てたことか ら来

る病 です。

ペ テロの偉大 な言葉に戻って，皆 さ

んへの嘆願 とし，チャレンジ としたい

と思います。「あなたがた は選 ばれた

種族」です。これは紛れ もない真実で

す。私たちは確かに多 くの問題 を抱 え

ていますが，今 は， 最 い

なる時代 で そし 皆 さん 人がそ

の一翼 を担 っ}皇 がこの

時fこ 生 を ナているこ は祝福 なの

です してその それを自分で一一
蝉 ・

私たちは今日，この世の歴史のどの

時代よりも多くの快適さと機会，科学

や研究の恩恵を受けています。私はな

ぜこの祝福された時代に生を受けるこ

とができたのかわか りませんが，その

ことに心から感謝しています。皆さん

もそう感じていらっしゃると思います。

そして・一

花の頂点を飾る が，イエス ・キ1ス
つ 」トー

な祝福です。地上に過去のすべての神へ
権時代のあらゆる原則 と権能，祝福が

回復されたのです。明確で疑いを差し

挟む余地のない啓示 により，永遠の父
あい し

なる神 とその愛子，すなわち世の救い
あがな

主 にして賄い主が実在され るという知

識が もた らされました。

バ プテスマのヨハネがこの地上 を訪　
れ，アロン神権 を授 けました。 これは，

くいあらた
「天使 の導 きと恵み

，悔 改 めの福音，
ゆる

罪 を赦すために水に沈むるバ プテスマ
かぎ

な どの鍵 を握 る神 権」(教 義 と聖約

13：1)で す。

また，一 §，

イエス ご自身によって授 けられた神聖

な権能 をこの世 に回復 しました。肉体

を受 けてお られた時，イエスは彼 らに

こう語 られ ました。 「わた しは， あな

たに天国のかぎを授 けよう。 そして，

あなたが地上 でつなぐことは，天で も

つながれ，あなたが地上で解 くことは

天で も解か れるであろ う。」(マ タイ

16：19)

また知識 と光，真理 の偉大な開花の

一部 として
，主イエス ・キ リス トにつ

あかし

いての もうひ とつの証 であるモルモンへ
鍵 咄 現 しました。モルモン経は神 の

御子の実在 を宣言す るものです。

確かに皆 さんは選ばれた種族です。

世界史上驚 くべ きこの時代 に生を受け

ることを可能 にして くださった神 に対

して，皆 さんが感謝の念で心 を満たさ

れるよう願ってやみません。

若い皆 さんは， まさに王国の神権者

です。皆 さんは， ナザレのイエスにバ

プテスマを施 したヨハ ネが行使 したの
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と同 じ神権 を，頭 に手 を置かれて授

かっているのです。ふさわしい生活 を一
すれば，皆 さんは恵みを施す天使から

慰 めや守 り，導きを受 けられることで

しょう。 この世 の王国に属する人でこ　
れほど偉大 な祝福を得 られ る人 はいま

せん。これ らの祝福 を受けられ るよう

に，ふさわし く生活 して ください。

ペテロは 「聖なる国民」 と言 ってい

ます。それは，神の聖徒の大きな集合
きよ

体，神のみ前 に聖い道を歩み，イエス ・

キリス トを救い主，王としてあがめる兄

弟姉妹の集 まりのことを指 しています。

若い兄弟姉妹の皆 さん， この聖なる国

の国民 になることはなん と貴い特権で

しょうか。 この国の民であることか ら

受 ける権利や特権，責任を決 して軽ん

じることのないようにして ください。

ペテロの最後 の言葉 は 「特異な民」

です。

実際皆 さんは特異です。 もしも世界

が今のままの流れで進み，皆さんが こ

の教会の教義 と原則 に従って歩むなら

ば，ほかの人の目には，皆 さんはさら

に特異 に映 るで しょう。

皆 さんは末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教 会の会員 として，神か ら与えられた

多 くの標準 を教わってきました。それ

らの標準は，モーセが山でエホバ と言

葉 を交わ した時に，主がその指で石の

板 に記 された戒 めを基 としています。

皆 さんはそれ らの標準 をよ く知 ってい

ます。







心の奥底か ら

ハーペル ・パティカウェン

歳の誕生 日を1カ 月後に控えた

17 1992年7月12日 ，私 はフィリピ

ン ・バ ギオステーキ部パクダルワー ド

部でバプテスマを受けました。今 まで

で最高のバ ースデープレゼン トで した。
あかし

バプテスマを受 けた時か ら証 はあ り

ましたが，私 は福音をさらに深 く理解

し，教会 に対す るより強い証を持ちた

い と切 に望んでいました。 しかし， こ

の ころは私にどって困難な時期で した。

自分の証がさまざまな方向から揺 さぶ

られているようでした。

祖母 はよく，安息 日を守 ろうとす る

私を思いとどまらせ ようとしました。

妹のマイラと私が教会 に行 くためにお

金 をた くさん使 うので，祖 母 は快 く

思っていなかったのです。家が教会か

ら遠 くて，交通費がかさむか らです。

で も私に とっては，教会で聞 ける神の

み言葉は，教会に行 くためのお金な ど

には比べようもないほ ど，はるかに価

値のあることで した。

また友達 との交わ りの中でも試練が

ありました。友達の中に，別の教会に

行っている男の子が4人 い ました。そ

して聖書の教 えについてよく話 して く

れ ました。私がモルモンだ とわかると，

私たちの教会 はキ リス ト教 ではない と

いう内容のパ ンフレッ トを くれました。

私のためになると心か ら思 って，その

パ ンフレットをくれたのでしょう。

興味 を覚 えたので読み始め ました。

私たちの教会 をお としめるような否定

的なことが多 く書かれていました。読

むにつれ，頭が混乱し，教会に対する

疑問でいっぱいにな りました。 それで

も教会が真実であると信 じたい と思 い

ました。福音 を学び，教会 に通 ううち

に，すばらしい経験 をい くっ も重ねて

きて吟たか らです。でもその時の私 は

混乱 し，疑念が生 じてきてい ました。

まるで心がふ らふ らとさまよっている

ようでした。 とうとう教会 に行 くのを

やめ，モルモ ン経 を読 まな くなってし

まいました。怖か ったのです。

とうとう， とてもひ とりで はこの疑

惑 を払いのけられ ない と思い，パ ンフ

レッ トを くれた友達 のひ と りで ある

ジ ョーイの元へ行 き， 自分の気持ちを

打 ち明けました。 クリスチャンである

彼 は，一緒にお祈 りをしようと提案し

て くれ ました。彼 は祈 りの中で，私が

真理 を悟 って，平安を得 られ るよう，

神様に願い求 めて くれました。

彼が祈 り終わる と，自分自身で も助

けを求めて祈 るように という促しを感

じました。 ジョーイは意義深い教訓 を

与 えて くれた もの です。混 乱の中 に

あって，私 は祈 ろうとはしませ んでし

た。実 に恥ずか しい話です。 どうして

祈 らなかったので しょうか。私 は末日

聖徒ではあ.りましたが，非常に感情 に

流 されやす く，いともたやす くこの相

対する考え方に圧倒 されてしまったの

です。 その日，家路 に向かいなが ら，

神が真実を教えてくだ さるようにと心

の中でずっ と祈 っていました。

神はそんな私 の祈 りにこたえて くだ

さい ました。 こたえて くださった方法

については うまく説明で きませ ん。私

が感 じた ものは，心の奥底か ら来た も

のだか らです。 ともあれ，私 にはわ

かったのです。今の私 は全世界 に向け

て確信 を持 って宣言で きます。「末 日

聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 にはイエ

ス ・キ リス トの完全 な福音 が あ りま

す」 と。 これは真実なのです。

世界 じゅうの教会の青少年の皆 さん，

皆 さんの中に教会の ことで心が揺 らい

でい る人がいた ら， こうお伝 えしたい

と思います。祈 ることを思い出 して く

ださい。神 はあなたにこたえて くださ

るで しょう。□

箋

讐

護

窪

窪
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みたまの声

第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

聖な事柄 を教えなければな らない

神 責任の重 さを，私 は痛感 していま
す。現在 の世界が，私のかつて知 ってい

た世界 と大 きく異なりつっあることも，

じゅうぶんに承知 しています。価値観 も

変わ りました。 よい ものを尊ぶ気持ちや
くらやみ

基本的な品位が後退 し，道徳的な暗闇が

世 を覆いつつあ ります。

教義 と聖約の中に，末日聖徒 にとって

大切 な聖句が記 されています。「生 ける
ことば

神の言に耳を傾けよ。」(教 義 と聖約50：

1)み た まの声 はあ らゆる人 々 に語 りか けます。 「『みた

ま』 はその声 を聴 く全世界 の あ らゆ る人 々 を照 す な り」

(教義 と聖約84：46)と ， 主 は言われ ました。 さ らに 「こ
きた

の 『みた ま』の声を聴 くすべての人は神に来 る。すなわ
もと

ち， 御 父 の許 に来 るな り」(教 義 と聖 約84：47)と ， 続

けて言われ ました。

あ る人 々 は豊か な生 活 を求 めてい ます。 しか しパ ウ ロ

は 「霊 は人 を生 かす」(IIコ リン ト3：6)こ と を明 ら

かに して い ます。確 か に，救 い主 は こう言 われ ま した。

「わ た しが あ なたが た に話 した言葉 は霊 で あ り
， また命

みたまの声に耳を傾ける人々は，みたまによって導きを

受ける。世の声に耳を傾ける人々は心を悩ませながら過

こすようになる。あなたはどちらの声;を聞き，信 じるだ

ろうか。

であ る。」(ヨ ハネ6：63)

み た まの実 とは何 で し ょう。パ ウロは

「愛
，喜 び ，平和 ，寛 容 ，慈愛 ，善 意 ，

忠 実， 柔和 ， 自制 」(ガ ラテヤ5：22-

23)で あ る と言 ってい ます。 私た参 の求へ
める宣びとは一時的な感情の古 日ではな

く 年の体験 と神への信頼か ら生 じる

絶_で す。ラルフ・
ウォル ド ・エマ ソンは，「正直さ とは絶

えざる勝利 を意味する。そこには歓喜の

叫びではな く，変わ らぬ確固 とした喜び

その もので ある落 ち着 きが伴 う」 と述べ てい ます。(『人

格』 「ラル フ ・ウォル ド ・エマ ソン全著 作集」p.268)

リーハ イ は息子 の ヤコブ を教 え るた めに， こう言 明 し
あ

て い ます。 「人 類 が現世 に在 るの は幸 福 を得 んた めで あ

る。」(IIニ ー フ ァイ2：25)こ の す ば らしい 目的 を遂 げ

るには，私 た ち は 「生 け る神 の言 に耳 を傾 け」(教 義 と

聖約50：1)な けれ ばな りませ ん。

私 は生 きた証人 として，み た まに耳 を傾 ける ことか ら
あかし

幸福がもた らされると証 します。私にもその経験があ り

ます。福音に従 って生活する人は，ニーファイ人が経験

したように 「みな幸福 に暮 ら」す(II二 ご ファイ5：

27)方 法 を学び ます。 この教会が設立 されている世界

じゅうのあらゆる国々で，会員たちは口をそろえて私 と

同 じ証 を述べるで しょう。みたまの実である平安，希望，

愛，喜びの約束が真実であることを証する証拠は豊富に

あります。 これらのみたまの実が神のすべての子供たち
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に行 き届 くように，私たちは声 をひとつにして願 うばか

りです。

いろいろな種類の声

しか し私た ち はほか の声 も聞 きます。パ ウロは 「世 に

は多種多様 の声が あ る」(欽 定 訳1コ リン ト14：10)と

言 ってい ます。 それ らはみた の声 と並 う声で あ り そ

雑 睾.の王"です0一 ㍉
一 しつよう
敵はこの声を数多 くの，騒がし くて執拗な，説得力の

ある魅惑的な声でかき消そうとしています。そうした声

には，不正 を知 りつつそれをでっち上げる不平の声，

チャレンジや努力を忌 み嫌 う怠惰の声，情欲をかき立て

る誘惑の声，人を欺いて この世での安全 を確信 させるな

だめすかす声，知識をひけらかし優越感 にひた る知性の

声，人間の腕 により頼むうぬぼれの声，プライ ドを満た

すへつらいの声，希望 をくじく冷笑する声，娯楽の追及

に駆 り立てる歓楽の声， 「価値のないものに金を使」い

「満足させることので きぬ ものに労力を費す
」(IIニ ー

ファイ9：51)よ う誘惑する商売の声，興奮願望を引き

起 こす錯乱 した声な どです。

ここで言う 「興奮願望」 とは麻薬やアル コールによる

興奮だけでなく，スリルを覚 える以外 は無意味な，死を
と

賭 した無謀な挑戦 も意味しています。命 は私たちに授け 、

られているとはいえ，主に申し開きをしなければな らな

い尊い ものであ り，軽々 に扱 うべきではあ りません。

いったん失 えば取 り戻すことは不可能です。そうした実

例 は山ほどあ りますが，誤った考えを植 えつけることを

恐れ，列挙は避 けたいと思います。ジョセブ ・F・ ス ミ

ス大管長は 「罪の知識 は犯罪を誘 う」 と述べました。

(「福音の教義」p.359)

どう生 きるか， どう情熱 を満たすか， どうすべてを満

足させ るか といった事柄を告げる無数の声が，次代 を担

う世代 に押 し寄せ ます。彼 らは500に も上るテレビチ ャ

ンネルを選択することができます。あらゆる種類 のソフ

トウェア， コンピューター通信用モデム，データベース，

コンピューター掲示板 も登場 します。デスク トップ ・パ

ブリッシング(卓 上出版)， 衛星放送受信機，種々のコ

ミュニケーションネットワークは洪水のように情報を流

します。地元のケーブル放送 は地域のニュースだけを提

供す るようになるで しょう。

あらゆる がもっとふるいにかけられるで しょう。落

ち着 ける安全な逃れ場所 はさらに少なくな ります。これど
か らの虫 女 は，か つての世代 が 田 した こ え し

害悪や邪悪にさらされることにな で しょう。 このよう

な見通 しの上に立つ と，T・S・ エ リオットの次の言葉

が思い出されます。「知識の中に失った知恵はどこにあ

るのか。情報の中に失 った知 識 はどこにあるのか。」

(『「岩」か らのコーラス』「全戯 曲 ・詩集」p.96)

中には欺かれて，悲しみや胸の張 り裂ける思いで生活

を送 る人々が間違いな くいるでしょう。一方では，エレ

ミヤの記 した次の約束 を享受する人々がいるはずです。

「わた しの律法 を彼 らの うちに置 き……。」(エ レ ミヤ

31：33)忠 実であることが，将来はある意味で，手車を

引いて大陸を横断するよりも大変か もしれません。アメ

リカの辺境地でだれかが亡 くなると，なきが らは埋葬し

て，手車 は西部 を目指 し続 けました。 しかし悲 しみを抱

いた生存者たちは，愛する人々が永遠に生 き続けるとい

う希望を持 っていました。反対に罪悪 という荒野の中で

ある人々が霊的な死 を迎えると，希望は消 え，永遠の別

れという心配 と恐怖が取って代わ ります。

次代を担 う世代の中には，何でも今す ぐ欲 しい， とい

う世の中の風潮に押 し流されている若者がた くさんいま

す。そうした自己中心的な忍耐心のない欲求によって，

人々は誘惑を受けやすい状態にな ります。モルモン経}ま

サタンの用いる誘惑を次の4つ に分けています。利益，

この世の権力，人気，肉欲 とこの世 の物 に対す るむさぼ

り。(1ニ ーファイ22：23参 照)
うこか

サタンの策略は 「彼 らの心を動 して真理 より離れしめ，
さと

その心 を暗 くして，彼 らのために備 えられたることを覚
あた

る こと能 わ ざ らしめ ん」(教 義 と聖 約78：10)と い うも

のです。 サ タンは煙 の スク リー ンを張 って，私た ちの視

野 を曇 らせ ，注意 をそ らします。

ヒーバ ー ・J・ グ ラ ン ト大 管長 は こ う語 りま した。

「も し私 た ちが神 の戒 め を守 る ことに忠実 な ら
， その約
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救い主がアメリカ大陸を訪れられ

た時，人々は主のみ声を理解しよ

うと特別な注意を払わなければな

らなかった。

束は文字 どお り成就するであろう。
……問題は，人 の霊の敵が私たち

の精神 を盲 目にしてしまう点だ。

言 うなれば，人の目にごみを投げ

入れ， この世の物で盲目にして し

まうようなものだ。」(「福音の標

準」pp.444-445)

聖徒 としての たちの芸 頁

}ど の声 を選んで を傾 け 量じる

醜

OH尺∬Sτ渦PPε渦酬〃GIAr7=Hε膨E57E尺肘〃εM'3P〃εRε，BYARNOLDFRIBERG

わきま

弁 え るた めにキ リス トの光 を もっ

て熱 心 に探す こ とを乞 い願 う。 あ

なたた ちが もし一切 の善 い ことを

つかんで これ を拒 まな けれ ば必 ず

キ リス トの子 となる。」(モ ロナイ

7：18-19)

他 人 か ら借 りた光 で人生 を歩 む

(
ことはで きません。命の光は自分

自身の一部でなければなりません。

私たちが注意 を払わなければなら

ない声は，みた まの声です。・一
人生の目的を考える

〉

す。個人 にとってこの問題 は大 きな意味 を持っていまい

いう点にあ りま

自由意志を賢明に用いる

㊥ に，枇 ちが生きていくには舳 意志頓 明に用

o

いる必要があ ります。アマレカイは，私たちが どのよう

にすれば正 しいチャンネルを選択で きるか，次のように

教えています。「主か ら出るものはことごとく善であり，

悪魔から出るものはみな悪である。」(オ ムナイ1：25)

私たちは時々刻々，選択を強い られています。主から出

るもの と悪魔か ら出るもの との間で何度 も選択を繰 り返

しています。小さな水のしず くが土 多 亦 えて しまう一 す・
日々永遠の福音にそって生活す る方が，教会 と主のた

に ぬ ことより むずか いかもしれません。

モルモンも 「人 を誘惑 してこれに罪 を犯させ」るもの

と 「すべて善い行いに人 を誘い導いて善い ことをさせ」

るもの(モ ロナイ7：12-13)と を比べ，次いで判断の

基準を示 しています。
「あなたたちは判断をするに用いて力 ある光，すなわ

ち キリス トの光 を知っているから判断を誤 らないように

注意せ よ。……

それであるから兄弟たちよ。私はあなたたちが善悪 を

㊥ こ，私たち}目 的を持つ必要があ りま この世

に生を受 けた人はすべて目的を持たなければな りません。

キリス ト教会の会員 として私たちは，救いの末 について

考 える よう戒 められてい ます。(教 義 と聖約46：7参

照)
なんじ

主 はこう言われ ました。「もし汝 ら誠心誠意わが光栄
あらわ み

を顕さん とすれば，汝 らの全身光明に充たされて汝 らの
うち

中 に暗黒 な く， その光 明に充 ちた る体 はすべて の事 を理

解せ ん。」(教 義 と聖約88：67)使 徒 ヤ コブ は こう警 告 し

て い ます 。「二心 の者 〔は〕 そのす べて の行動 に安 定が

ない。」(ヤ コブの手紙1：8)さ らにオル ソン ・ハ イ ド

もこう述 べ ま した 。「心 を集 中 させ よ う。 そ うす れ ば全
ほう が

能の力が宿る。心は肉体で身 を包んだ全能者の萌芽であ

る。 したがって私たちは心を鍛 え，それをひとつの目的

に専念させ よう。」(「説教集」7：153)

救い主がアメリカ大陸を訪れ られた時，多 くの正 しい

ニーファイ人 は，主のみ声 を理解するために，特別な注

意 を払わなければな りませんで した。
「天から出て くるような声が聞えたが，群衆 はこれが

わか

何 を言っているか解 らなかったのであたりを見まわした。

この声は荒々 しい声……でもなかったが，小さな声であ

りなが らもこれを聞いた者たちの骨の髄 までつき通 るよ

うであって，かれらは全身ことごとくふるえおののいた。

この声 はまことにかれ らの中心にまで浸みわたり心が燃
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えるよ うな感 じを与 えた。」(IIIニ ー ファイ11：3)

彼 らは再 び み声 を聞 き ましたが， わか りませ んで した。

3度 目にその み声 を聞 いた時，彼 らは 「よ く聞 き分 け る

ように心 を注 いで声の す る方向へ 目を向 け， その声 が出

て くる天 をじっ と眺 め」(IIIニ ー フ ァイ11=5)ま した。

私 たち は旧約 時代 のエ リシャが体験 した ように， 目に

見 えない軍勢 に守 られ てい る ことを知 るべ きです。 ス リ

ヤ王 が予 言者 を捕 らえるため に馬 と戦車 の大軍 を遣 わ し

た時 の こ とで す。 彼 らは夜 の うち に来 て， 町 を囲 み まし

た。 そのお びただ しい軍 勢 を見 たエ リシ ャの召 し使 い は

大変恐 れ，エ リシャに こう言 い ました。

「『ああ
，わ が主 よ， わた したち は どうしまし ょうか。』

そ してエ リシャが祈 って 『主 よ， どうぞ，彼 の 目を開

いて見 させ て くだ さい』 と言 うと，主 はそ の若者 の 目を

開かれた ので，彼が見 る と，火 の馬 と火 の戦車 が山 に満

ちてエ リシ ャの まわ りにあった。」(列 王下6：15，17)

この お び える召 し使 い に答 えて，エ リシャは次 の よ う

に言 い ました。 「恐 れ る こ とはない。わ れ われ と共 にい

る者 は彼 らと共 にい る者 よりも多 いのだか ら。」(列 王下

6：16)

ムた ちが主の み こころを行 なお うとす る とき， 目に見

えな い軍勢 が私た ち を見守 ってい ることを 私 は信 じて

い ます。 エ リシ ャの言葉 を忘れ な いで くだ さい。 「わ れ

われ と共 にい る者 は彼 らと共 にい る者 よ りも多いの だか

ら。」

あかし

証 を強める

㊥ ・，私た獺 を強めなければなりませ.・ の
世の人は皆，霊的な目標 を持つ必要があります。人生の

目的を知 るひとつの方法 は， 百 の祝福 を受 ナるこ

です。最近，祝福師の祝福 を受けたひとりのすばらしい

青年 は，祝福の最中に，「この福音のために大 きな犠牲

を払ったあなたの先祖の多 くが，今訪れています」 と告

げられました。祝福師の祝福 は人生の目的を知るための，

ひとつの大切な方法です。

救し≦の計画に対する知識 を得，私たちがこの地上 にい

る理由，向かっている方向を知 ると，私たちの証 は強め

られます。さらに，信仰によって歩む とき，私たちは証

と信仰を強 めて くれる霊的な経験 を心の中で認められる

ようになります。

この世代の人々は，選ばれた世代の人々です。女性 は

大 きな使命 を授 かっています。スペ ンサー ・W・ キ ン

ボール大管長は こう記 しています。「今 日，教会の中で

女性であることは，ひとつの大 きな祝福です。正義に対

する攻撃が現在のように大きかった ことはあ りませんが，

同時に，私たちの可能性 を最大限に発揮する機会が今ほ

ど与 えられている時期 もあ りませんでした。」(「女性」

P.2)
たまもの

女性 はパウロの語った，信仰 と希望 と愛 という霊の賜

(1コ リント13：13参 照)を 天か ら豊 かに授かっていま

す。 したがって女性の 命の一部は，養育者，教師，そ

して家庭でも教会でも洗練された影響力を発揮する者と

して，女性の崇高な徳を示すことにあります。女性は人

一 。

私たちは救いの計画を学び，それに対する証を得なけ
あがな

ればな りません。「すなわち，神 は瞭いの計画を示 した

もうてか ら，悪を行 ってはならないと言う法令 を人類 に

下 した もうた。」(ア ルマ12：32)さ らに私たちは自分 と

神 との関係 を学ばなければな りません。信仰 によって歩

むとき， 広たちは証 と毒仰 を て くれる霊 ・な経験 を

心の中で認 められるようにな ます。

聖典 を調べ，指導者の教えに従 う

⑧ 囎 ち鯉購 べな・撒 聖
典 は 「主 の言 … …， 主 の声 … …， 世 を救 い に導 く神 の
ち か ら

能力」(教 義 と聖約68：4)だ か らです。主はご自身の

み言葉に関 して， さらにこう言われました。「この言を
なんじ

汝 らに語れるはわが声な り。そはわが 『みた ま』 によ

「そしてエリシャが祈って 『主よ，どうぞ，彼の目を開

いて見させてください』と言うと，主はその若者の目を

開かれたので，彼が見ると，火の馬と火の戦車が山に満

ちてエリシャのまわ りにあった。」(列 王下6：17)
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なんじ ち か ら

りて汝 らに与えられ，わが能力 によりて互いにこれを読

むを得 るな り。……
もっ ことば あかし

これ を以 て，汝 らわが声を聞 きわが言 を知るを証する

を畿 し。」(教 義 と聖約18：35-36)
に，私たち}え 四 しに対 して確信

を得なければなりません そして進んで彼 らの教えに従

う必要があ ります。私は教会員の皆 さんに次 のような助

言をしたい と思います。

神権を っ 」c、 この世代の皆 さんは選ばれた

世代です。男性の皆 さんは王国の神権者の一部 なのです。

男女を問わず皆さんは，確かに創造の以前 より選ばれ，

この時代に生 まれるために準備されてきたかたがたです。

私たちは皆 さんを愛 しています。皆 さんを信頼 していま

す。主のみ業を推 し進めるという，皆 さんの前 に置かれ

たチャレンジに耐えられるかたがたであると知 っていま

す。それは簡単 なチャレンジではありません。皆 さんは
ま ひ

道徳的な感覚 を麻痺 させる環境の中で生 きています。 し

かし，忘れてはなりません。だれかが常 に皆さんを見て

いますし，皆 さんの話 を聞いています。神権者を支持 し　
敬 うなら，皆 さんの生活 を安定 させる大 きな力 となるで

し ょ う 。

道 的な清六 守
嘲 若い男性女性の皆 さん

は，正直で忠実であるなら，最終的には大 きな報いのあ

ることを信 じなければなりません。 この世の快楽 は天国

の喜びとは比べ ものになりません。何か をしなかった り，

人 とは違 うことをした りするのは受けが よくないかもし

れません。しか し永遠の過ちを犯すよりは，ひ とりでい

た り，正 しいことをした りする方がよいのです。若人の

皆さんは，標準を破 らせ る人々 とではな く，標準を守れ　》に助 けて くれる人々 との交流を深めて ぐだ い
。

若人 は自分 自身の標準 に従って生活することを学ばなけ

ればなりません。仮 に標準の大切さが理解できなかった

り，何 らかの間違いを犯 したりしたとしても，サタンに

負けで 自尊心 を失い，失望落胆 してはな りません。皆 さ

んは 「鍵 」 という小冊子を持 ち歩いて，頻繁

に読み婁両親や指導者の話によく耳を傾 けて ください。

主の助 けを得て解決できない問題 など何ひ とつあ りませ

ん。

若人 の皆さんは早 く大人 になろうとして，正 しい生活

を送 るヤングアダル トの喜びを見失わないで ください。

楽 しいデー トの期間を過ごし，おおぜいの友人 を作 り，

自分自身と自分の将来に自信を持ちましょう。齢

を覚 え，待つことを学ぶ必 があります。

私は広 く行 き渡った誤 った教義について警告 します。
「計画的な悔 い改め」 とで も呼ぶ ことにしましょう

。 こ

れは，後で悔い改めれ ば神殿結婚や伝道のような福音の

完全な祝福 は受 けられ るとして，意識的に罪を犯 し続 け

ることです。 ますます邪悪になってい く社会の中で，汚

れずに悪 をもてあそぶ ことはほぼ不可能です。ニーファ

イはすでにこの愚かな 「計画的な悔 い改め」について予

知 していました。

「『飲み食いをして楽 しめ， しか し同時 に神 をおそれ

よ。神は小 さな罪 を犯すことは許 した もう。それである
うそ

から少々偽 を言い，人の言葉につけ込んで欺 き，隣人 を

お とし入れる穴を掘れ。之 れは少 しも悪い事ではない。

われらは明日死ぬかも知れないか ら，すべてこのような

ことをしても差支えない。たとえ，われ らに罪があると

認められても，神はわずかにわれわれを鞭 うちた もうだ

けであって，われ らは結局神の王国に救われる』 と言 う

者 も多 くある。」(IIニ ーファイ28;8)

このような教義を唱えるすべての人 に対 し，主は次の

ように言われ ました。「その時に，聖徒たちの血は地の

中から叫んでかれ らを主に訴える。」(IIニ ーファイ28=

10)

社会の多 くの人々の心が一般的にかた くなで冷淡な今

の社会にあって，主が若い世代をどの ように訓練 される

のか私にはわかりません。聖書の中には主が民のうちに

「火のへび」 を送 られた とあります
。(民 数21：6参 照)

いや

民がか まれてか ら，主は傷 を癒す方法を備 えられました。

モーセは主の命令を受けて，青銅のへびを造 り，それを

さおの上に掛 けました。へびにかまれた者が癒されるに

は，その青銅 のへびを仰 ぎ見 るだ けでよかった(民 数

21：8-9参 照)の ですが，多 くの人々にとって， これ

はあま りにも簡単す ぎました。そ して，「この骨折 りが

簡単で容易であったがためにかえって死 んだ者が多かっ

た」(1ニ ーファイ17：41)の です。
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聖霊の声に従 う

波長を合わすべ きチャンネルの

明瞭な選び方について， これ まで

提案してきました。聖霊の声を聞

き，従 うとい うことです。これは

昔か ら言われてきた教 えですが，

確かに永遠の解決法です。それは，

常 に新 しい ものを探そうとする現

在 の社会では人気のない方法か も

しれ ません。

さらに この解決法は，瞬時に満

足感を得ようとする現在の世の中

にあって，忍耐 を必要 とする方法
P卜享OTOGRAPHBYSTEVEBUNDERSON

です。騒々し く，多忙でせかせかした，派手で無作法な

世界の中にあって，それは静かで平安に満 ちた繊細 な方

法です。ほかの人々が肉体的な刺激 ばかりを追い求 めて

いるのとは反対に， この方法は私たちに落 ち着いて考え

ることを要求 します。予言者は私たちにこの方法 を伝え

ようとして，次の ように言っています。「あなたがたは
すで

既 に これ らの ことを知 って お り， また， い ま持 って いる

真理 に堅 く立 って はい るが， …… これ らの ことをいつ も，

あなたがた に思 い起 させた い……。」(IIペ テ ロ1：12)
はんらん

身の回りに氾濫するささいな情報をいちいち心に留める

ことなど，何の価値 もないとされる現代 にあって，これ

はばかげた ことのように思えるか もしれません。

しかし，聖霊 に聞 き従 うという解決法は，情熱や変化，

新鮮 さを失い，何 もかもが急激 に陳腐 になってい く世の

中にあって，古代か ら変わることなく綿々 と続いている

教えなのです。見 えるものによって(IIコ リント4：18，

5，7参 照)支 配 されている世の中にあって， この解決

法は私たちを信仰 によって歩 ませてくれます。人類 の多

くは，単 に肉体の感覚でのみ知 り得 る世俗 的な事柄 に

頼っていますが，私たちは永遠の信仰の目で霊的な真理

を見詰めなければなりません。

結局， この聖霊に聞き従 うとい う解決法は，人気 もな

く， この世的な権力や利益にはっなが らないかもしれま

せん。 しか し，「この しば らくの軽い患難は働 いて，永

みたまに波長を合わせるなら，「う

しろで 『これは道だ，これ に歩

め』 と言う吾葉を耳に聞く」(イ

ザヤ30=21)こ とができるだろう。

遠 の重 い栄光 を， あふ れ るばか り

にわた した ち に得 させ る」の です。

(IIコ リ ン ト4：17)

ムた ちは聖壁 こ関 す 柄 に照し一 け
齢 サタンによって
持ち込まれ る不純物は取 り除かな

けれ ばな りませ ん。 み た まに波長 を合 わせ るな ら， 「う

しろで 『これ は道 だ， これ に歩 め』 と言 う言葉 を耳 に聞

く」(イ ザヤ30：21)こ とが で きるで しょう。
ことば

「生 ける神 の言に耳 を傾 け」 る(教 義 と聖約50：1)
あ

ことは 「この世 に在 りては平和を得，次の世 に在 りては

永遠の生命を得」る(教 義 と聖約59：23)こ とです。 こ
たまもの ド

れ らは， あ らゆ る賜 の うち最 大 な る もの なのです。(教 ノ

義 と聖約14：7参 照)

わ た しはパ ウロ とともに主 イエス ・キ リス トの父 な る

神 に こう祈 ります。
み たま

「どうか父が，その栄光の富にしたがい，御霊により，力

をもってあなたがたの内なる人 を強 くして下さるように，

また，信仰 によって，キリス トがあなたがたの心のう

ちに住 み，あなたがたが愛 に根 ざし愛 を基 として生活

〔し〕，

また人知 をはるかに越 えたキリス トの愛 を知って，神

に満 ちているもののすべてをもって，あなたがたが満た

されるように……。」(エ ペソ3：16-19)

私 は，私たちの霊が特別な霊であること，吹 きつける

悪の風 に強 く立 ち向かい，私たちに課せ られる重荷 を

担ってまっす ぐ立つために現在 まで天上 に取っておかれ
あかし

たことを信 じ，また証 します。そして，目の前にあるこ

の偉大なみ業 に対 し，私たちがこれからも忠実かっ誠実

に取 り組んでいけることを確信しています。□
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聖典 を

声 に出して読む

ペ リー ・ブラ ッ ト，ジ ャナ ・ブ ラッ ト

日 初の子供が まだ幼

取 か 。た・ろ，私たち夫

婦 はモルモン経か ら直接読んで

聞かせるように心掛 けていまし

た。そしてこれを我が家の伝統 に

して，5人 の子供全員 に対 して同 じよう

に続 けて きました。毎晩家族みんなで聖典 の

中から興味 をそそる物語を読みます。私たちの大好 きな
しんちゅう ささ

話 は，ニー ファイ と真 鍮 版，森 で捧 げたイ ノスの祈 り，
あかし

アビナダイの証 と火 による殉教，息子アルマの改宗，そ し

てニーファイ人 を訪れられたイエスについてのものです。

これ らの話 を何度 も何度 も読んでいくうちに，子供た

ちは聖典の言葉に慣れ親 しんでいきました。途中で読む

のをやめて言葉や文章 を説明することもあれば，子供た

ちが文章の流れやそこに込められた思いを感 じられるよ

うに，物語を聖典 に書かれているとおりに最後 まで読み

聞かせることもあります。

子供たちは確かにモルモン経の言葉 をよりよく理解す

るようになりました。で もそれ以上に，彼 らはみたまを

感 じるとはどういうことかを理解するようになりました。

ある晩，聖典の勉強を終えた後で息子のスペンサーが私

にささや きました。「ママ， ぼくいい気持ちがするよ。」

「どうしていい気持ちが

するの。」

息子が答えました。「だっ

て聖霊 を感 じるんだ もの。」

1986年4月 の総大会で，エズラ ・タ

フト・ベ ンソン大管長はマ リオン ・G・ ロ

ムニー長老が以前に話 した美 しい約束を引用 し

ました。
「家庭 の中で両親が定期的に祈 りを込めて

，……モル

モン経を読むならば， このすばらしい書物の もたらす精

神が必ずや家中にみなぎり，一人一人の心の中にあふれ
けいけん

るでしょう。敬度の念，お互いの尊敬 と思いや りの念が

さらに深められ，相争 う気持ちが姿を消すようにな りま

す。……そして，正義 を愛する精神が高 まり，信仰，希

望，慈愛，すなわちキリス トの純粋な愛が家の中にあふ

れ，安 らぎ，喜び，幸福感 に満ちた生活ができるように

なります。」(『器の内側 を清める』「聖徒の道」1986年7

月号，p.6)

家族でモルモン経を読む ことによって，私たちは大い

に祝福 を受けてきました。勧告に従って聖典を読むこと

により，予言者が語った多 くの約束が生活の中で成就す

るのを目にしてきたのです。[]
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家庭訪問メッセージ

「汚 れ もな く」

(賛美歌74番 参照)

なん じ きよ
「われの汝らを清浄にせんため，わが前 に汝 らの心を潔め，

また汝 らの手と汝らの足とを清めよ。」(教 義と聖約88=74)

ゼ 謙台重誓繍 纂蕪 乞
た。何千 もの人々が教会に入 り，主の

み業は驚 くべ き速 さで前進 しました。

(ヒラマ ン3：20-34参 照)こ の よう

なすばらしい時代 を迎 えたひ とつの理

由は，教会員の心の清 さにありました。

心を清める

ヒラマ ン書には，ゼラヘムラの民が

この ような清めを経験 した過程 として，
くいあらた
「悔 改 めを した しるしとしてバプテス

マを受 け」(ヒ ラマ ン3：24)， 「イエ

ス ・キ リス トの御名 を信」 じ(28節)，

「神の御言葉」 によ く従 った(29-30

節 参照)と 書かれています。 また，断
けんそん

食や祈 りとともに謙遜 さが不可欠でし

た。(35節)

これ らは，私たちの生活 を清 めるた

めにしなければならない事柄のひとつ

で もあ ります。言 うまで もなく， この

過程の中で最 も重要なのはイエス ・キ
あがな

リス トの順 いです。イエスが私たちの

罪 を瞭 って くださらなかったな らば，

私たちが どんなに努力 して も自分で自

分 を清 めることはできませ ん。しか し，

もし私たちが心か ら悔い改 めて誓約を

守 る努力をするならば，救い主の贋 い

により私たちは洗い清 められ，聖霊が

私たちの心 を清めて くださるのです。

(IIIニー ファイ27：19-20参 照)

また，イエス ・キリス トは私たちに

模範を示 してくだ さいました。ハ ワー

ド・W・ ハ ンター大管長は このように

述べてい ます。「あらゆる機会 に， 『イ

エスだった らどうなさるだろうか』 と.

みずからに問 うてみる必要があ ります。

ILLUSTRATEDBYSHERILYNNDOTY

そしてその答 えに従い，さらに大 きな

勇気 を持 って行動 して ください。……

キ リス トのようになるため，全力を尽

くさねばな りません。キ リス トだけが，

この世でただひ とりの，完全で罪のな

い模 範 なの です。」(『神 の御子 に従

う』「聖徒の道」1995年1月 号，p、97)

神を愛する者は

清い心で神 に仕える

イエスは私たちに，神 を愛すること

が第一の大切 な戒 めであり，ほかの人

を愛することは 「これと同様」 である

と思い起 こさせ て くだ さい ました。

(マ タイ22：37-40参 照)パ ウロは，

愛は 「清い心」から出るものでな くて

はな らない と指摘 してい ます。(1テ

モテ1：5)さ いせん箱にレプタふた

っを入れた貧 しいや もめはこの特質を

備 えていま した。(マ ル コ12：42-44

参 照)

今 日，このような心の清さを持 った

人 はた くさんいます。ポニー ・ハモ ン

ド姉妹 は夫のF・ メルビン ・ハモン ド

長老(現 在七十人)が ボリビアで伝道

部長 をした時， ともに奉仕 しました。

彼女 はボ リビアで教会に入ったある姉

妹 についてこのように述べています。

「彼女 は とて も忠実 な人で した
。完全

じゆうぶん

に 什 分の一 を納 め，1カ 月に1度24

時 間断食 していました。訪問教師 とし

て割 り当てられた11人 の姉妹 を訪問す

るために，足首が関節炎ではれ上がっ

ているにもかかわ らず，アンデス山脈

のふ もとの丘を上 る姿 を私は目に しま

した。毎月，訪問を欠かしたことはあ

りませ んでした。人 に言われな くても

2マ イル行 き，留守の ときには，山を

登 って再び訪問しました。

彼女 は救い主，良き羊飼いを知 って

いました。 自分 もまた羊飼いであるこ

とを自覚 し，キ リス トの純粋 な福音で

羊 を養 ったのです。」

私たちの心を清 める唯一の方法は，

福音 の儀式 を受け，言葉 と行 ない と思

いを通 して主に従 うことです。す ぐに

祝福が与えられない と失望する人 もい

るで しょう。 しか し， 「真 にへ り く

だった心 と悔 いる精神」(IIニ ー ファ

イ2：7)を もって救い主 に近づ くか

ぎり，主の贋いが私たちの生活 と私た

ちの心 を清 める力 を持 っていることは

確かです。

●私 たちの心を清めるために，贈 い

の力をどのように用いたらよいでしょ

うか。

●さらに私たちの生活を清めるのを

妨 げる ものは何でレようか。□
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チ ：1ニコス ロバキアで受 け継か

ルー ス ・マ ッコンバー ・プラ ッ ト，

アン ・サ ウス ・ニー ン ドルフ

ラ ン チ ス カ ・ベ セ ラ は1881年 ，

フ ボヘ ミア南部(現 在のチ ェコ共
和国)の 小 さな田舎町で10人 兄妹の末

娘 として生 まれました。フランチスカは

「天使 のようにや さしい，信心深い母

親 に恵 まれ」，その影響 は彼女 に とっ

て生涯霊的な力 の源 とな りました。1

母親の死後，18歳 のフランチスカは

オース トリアのウィー ンに移 り住み，

姉 とふた り暮 らしを始めました。その

後1904年 ， フランチセク ・プロディル

と結婚 し，ふた りの娘，フランチスカ

(フ ランシス)と ヤナ(ジ ェー ン)に

恵まれました。

1913年 ， 彼女 は回復 された福音を学

び， ドナウ川でバプテスマを受 けまし

た。そして宗教上の迫害を避 けるため

に， しばらくたったあるあらしの晩に

確認の儀式を受けました。後に彼女は

その時の経験 を次の ように語ってい ま

す。 「私 の心 は充足感 でいっぱいにな

りました。確認 の儀式 を受 けた時，自

分の中に新 しい力が注がれるのを感 じ

ました。」一方，彼女 の夫 は 「教会 に

対 しては友好的でしたが」教会 に入る

までには至 りませんでした。

しか し，フランチスカが回復 された

福音の中に見いだした新たな希望 と喜
ぽっばつ

びは，第一次世界大戦の勃発 によって

くじかれて しまいました。戦火の続 く

中 ，彼 女 を含 む ほん の ひ と握 りの

ウィーンの姉妹たちは聖書 の勉強会 を

開いて 「地元の兄弟たちがすべて戦争

に駆 り出され，宣教師たちが本国に帰

還 させ られて も，福音の光 を燃や し」

続けました。2

戦 争が終結する と，オース トリアに

住むチェコ人 はすべて公職 を追われ，

フランチスカの夫 も仕事 を失いました。

1919年 ，夫 は家族 を連 れてプラハ(新

国家チェコスロバキアの首都)に 移 り

住みましたが，その後間もな く世 を去

りました。

ふた りの幼い娘を抱え，夫 に先立た

れた女性 にとって，生活 は厳 しい もの

で した。不慣 れな土地にあって，兄か

ら送 られて くるわずかばか りのお金で

や っと生き延 びているといった状態で

した。教会 との接触が途絶 えて2年 が

過 ぎ，霊的 にも飢え渇いていました。

1921年 の こと， フランチスカが ドイ

ツ ・オース トリア伝道部 にあてて出し

た手紙 を受 けて，ウィーン支部か らふ

たりの宣教師が彼女たちの元を訪れま

した。娘ふた りは彼 らか らバプテスマ

を受け，チェコスロバキアで最初 にバ

プテスマを受けた会員 とな りました。

フランチスカの熱心な努力 と祈 りに

もかかわ らず，末 日聖徒の宣教師の再

来がないまま何年 もの月日が過 ぎまし

た。そのように孤立した状態にありな

がらも，プロディル家 には福音の影響

力がみなぎっていました。 フランチス

カの娘 フラ ンシスが，「私 は教会 の中

で育ちました」 と確信 を持 って語った

ほどです。

宣教師が再びチェコスロバキアの土

を踏む日が訪れるよう祈 り続けて10年

がたった時， フランチスカは教会の大

管長会 に手紙 を書 くように という強い

気持 ちを感 じました。(現 在では，会

員はできるかぎり地元の指導者 に相談

するように勧め られています)彼 女は，

その時の気持ちを次のように表わ して

います。「何か見 えない力が私を促 し

ているようでした。 このことに関する

私の最後の働 きかけでした。後 は主が

何 とか して くださるだろうと思いまし

た。」3

ヒーバー ・J・ グラン ト大管長 にあ

てた彼女の手紙 はす ぐにこたえられ，

フランチスカは大 きな喜 びに満たされ

ました。1929年7月24日 ， 十二使徒定

員会のジ ョン ・A・ ウイッツォー長老
の

がチェコスロバ キアを福音を宣べ伝 え

る地 として奉献 し， アーサー ・ゲース

を伝道部長 としてチェコスロバキア伝

道部 を創設 したのです。

この輝 かしい出来事についてフラン

チスカは次の ように語 りました。「私

たちが経験 した喜びを理解で きる人 は

そういらっしゃらないで しょう。 この

日が来 るのを何年 も祈 り続 けてきたの

です。……私たちは心の底か ら主に感

i謝してい ます。」

晩年，フランチスカは宣教師たちの

「母親役」 を務 め，伝道用のち らしの

翻訳 を助 け，宣教師たちがチェコ語 を

話せるようになるまでの間 日曜学校の

クラスを教 え，母国で最初の扶助協会

会長 として働 きました。

1931年 ， フランチスカ ・プロデ ィル

はこの世 の生涯 を終 えました。ゲース

伝道部長は彼女 について次のような称

賛の言葉 を記 してい ます。「プロディ

ル姉妹が持 っておられたキリス トのよ

うな精神は私たちの胸に生 き続 けるで

し ょう。……彼女は私たちの母であ り，

相談相手であ り，模範で した。」

ゲース伝道部長の語 った言葉 は，後

の出来事を予言した形 とな りました。

フランチスカが母親 のごとくに与 えた

影響は，彼女の死後 も長い間人々の問

に残 りました。ゲース伝道部長が1936

年 に解任 され，ウォーレス ・トロント

伝道部長が跡 を継 ぎました。 トロント

伝道部長 は教会史上伝道部長 としては
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最長の32年間その任に就 きました。第

二次世界大戦の困難な時期をはじめ，

それに続いてチェコスロバキアが共産

主義下に置かれ，教会がひそかに活動

せざるを得なかった40年の大半を伝道

部長 として働いたのです。そのほとん

どの期間， トロン ト伝道部長は遠 く離

れた所か らしかチェコの聖徒たちを援

助できませんでした。

トロン ト伝 道部長 が1968年 に亡 く
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なった時， ウィリアム ・サウス夫妻が

チ ェコの会員たちの信仰 の支 え手 とな

るよう依頼 されました。 このサウス伝

道部長の夫人 こそ， フランチスカの娘

ジェー ン ・プロデ ィル ・サウスでした。

1977年 ， サウス伝道部長の健康が思わ

し くな くなって きた時， カル ビン ・

マ ッコンバー と， その妻であ り， フラ

ンチスカの もうひ とりの娘， フランシ

ス ・プロデ ィル ・マ ッコンバーがその

責任 を受 け継 ぐように頼 まれ ました。

彼 らは1980年 マ ッコンバー伝道部長が

亡 くなるまでの間， この責任 を果たし

続けました。4

チ ェコスロバキアにおいて教会が公

認 されたのは，それからまた10年 が経

過 した時で した。 しかし， フランチス

カ ・プロディルによって示された信仰

と忍耐のすばらしい模範は，聖徒たち

を支 え続 けてきましたし，これか らの

世代 にとって も大いなる遺産 として受

け継がれてい くことでしょう。□

注

1.抜 粋 部 分 は ， 出典 表 記 が特 に な い

場 合 は ， す べ て アー サ ー ・ゲ ー ス 『祈 り

求 め ， 現 実 とな っ た伝 道 部 』 「ミレニ ア ル

ス ター 」1932年3月3!日 ，pp.193-197よ

り引 用 。

2.「 プ ラ ハ 伝 道 部 の 母 ， 死 去 』

(「チ ャー チ ニ ュ ー ズ」 【932年2月13日 ，

P.2)

3.ジ ェ ー ン ・プ ロデ ィル ・サ ウ ス，

ブ ラ ン チ ・サ ウ ス ・フ ォ ッ ク ス 『祈 り求

め， 現 実 とな っ た伝 道 部 』 「主 の 御 手」 ド

ロ シー ・ハ ッ ク ワー ス 編，1=277

4.カ ー リル ・メ ー ル 『チ ェ コの 聖 徒

た ち 輝 か しい 時 代 」 「エ ン サ イ ン」

1994年8月 号 ，pp.46-52参 照)



山上の垂訓を

結婚生活に生かす

ポール ・K・ ブラウニング

年前， リックとジェーンは一緒

数 にカウンセラーを訪れました。
ふた りの結婚生活は，不和のためにぼ

ろぼろの状態でした。 この日ふた りは

なん とか解決する糸口を探 ろうと， カ

ウンセラーの助 けを求めたのです。 カ

ウンセラーは両者の言い分 に耳 を傾 け

ました。ふた りは，互いに相手か らど

んな不当な扱いを受けたか事細 かに話

しました。ふた りの相手 に対する反感

があまりに強いので，カウンセラーに

は和解など不可能 に思えました。なん

とか解決法はない ものか と模索 してい

たカウンセラーの脳裏に，ふ と山上の

垂訓が浮 かび ました。 そ してハ ロル

ド ・B・ リー大管長がかつて，山上の

垂訓 は 「完全な生活 を送 るた めの憲

法」(「立派 な生活 を築 くための決断」

p.57)で あ ると語 った ことを思い 出

しました。

カウンセラーはふた りに聖書 を手渡

し，マタイによる福音書の第5章 か ら

第7章 を開けて もらい， こう話 しまし

た。「今週 の うちに3度 ，ふた りで声

を出して山上 の垂訓 を読んでいただ け

ませんか。そ して読み終わるたびに，

その教 えを実践す るために，自分が変

えなければな らない点 を各 自で最低ひ

とつ挙 げて くだ さい。相手 に どう変

わってほしいかを言ってはいけません。

自分 自身の改善すべき事柄 に焦点 を当

てて くだ さい。」ふた りはため らいな

が らも同意 しました。

次の週， この夫婦は仲良 くカウンセ

ラーの所 にやって来 ました。その時に

は，夫婦間の問題 を解決するために互

いが譲歩 し協力 し合 う備 えがで きてい

ました。カウンセラーからの宿題 は少

なくとも3つ の成果 を上 げたようです。

ひとつは，一緒 に聖典 を読むことでふ

たりの結婚生活 にみた まが戻 ってきた

こと。次に， 自分に焦点を当てるとい
はん りょ

う宿題のおかげで，伴侶の行動やその
せんさく

動機 を詮索する代わ りに， 自分 自身を

反省する機会が持てたこと。そして第

3は ，けんかせずに宿題 を終 えられた

ことで した。

山上の垂訓 には，結婚生活 に問題が

あろうとなかろうと， どんな夫婦 にも

役立つ教訓が多 く含 まれています。山

上の垂訓の中から4つ の教訓 について

考 えてみ ましょう。

ゆる

赦 し合 う

リチャー ドとキャロル は結婚 して20

年 の夫婦で した。ふた りが夫婦間の問

題を解決 しようとして初 めてカウンセ

ラーを訪れた時，キャロル はリチャー
こうかつ

ドが残酷 で，狡猜で，思いや りに欠 け

たかんしゃ く持 ちだ と不平 を言いまし

た。カウンセラーは， きっ とリチャー

ドがキャロルの言葉 に反論 して くるだ

ろうと思って彼 の方 を見 ました。 しか

し驚いた ことに， リチャー ドはキャロ

ルの言うとお りだ と言うではあ りませ

んか。後 になってわかった ことですが，

リチャー ドは自分に劣等感 を持ってお

り， キャロルや子供たちの行動 を縛 る

ことで優越感 を得ようとしていたので

した。 リチャー ドは自分 には助 けが必

要な ことを認 め，一生懸命変わる努力

をする と言い ました。

それか ら1年 間，カウンセラーは リ

チャー ドが次第 にやさしく思いや り深

不信感と憤 りのために， リックと

ジェーンの結婚生活はぼろぼろの状態

だった。しかし，山上の垂訓にある主

の教え;を一緒に読むことで，誤解とい

う名の溝を埋めることができた。
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い人 になってい くのを目に しました。

リチャー ドも自分 の進歩 を喜び， 自信

を深 めてい きました。それにもかかわ

らず，キャロル は離婚 の道を選びまし

た6確 かにリチャー ドは過去 にキャロ

ル を不当に扱いましたが，今で は悔い

改めて変わったのです。しか し，それ
ゆる

でもリチ ャー ドを赦せないほど，キャ

ロルの心の傷は深かったわけです。

リチャー ドとキャロルのようなケー

スは決 して珍 しいものではありません。

多 くの夫婦が長年恨みを抱 き続 け，時

折その心の痛手を掘 り返 しては，相手

に対する仕返 しを正当化 しようとす る

のです。そのような夫婦 は，赦 し合 え

ないためにコミュニケーションが不足

し，夫婦の関係 は一層 ぎくしゃ くした

ものになって しまうのです。

救い主は次のように教えておられま

す。「もしも，あなたがたが，人々 の

あや まちをゆるすな らば， あなたがた

の天の父 も，あなたがたをゆるして下

さるであろう。 もし人 をゆるさないな

らば，あなたがたの父 も，あなたがた

のあやまちをゆるして下 さらないであ

ろう。」(マ タイ6：14-15)

リチ ャー ドとキャ買ルの例 に見 られ

るように，互いの過ちを赦せないでい

ると，その重荷 に耐 えられず結婚生活
は たん

が破綻する危険性が あります。救い主

は次のような方法を勧めてお られ ます。

「あなたを訴 える者 と一緒 に道 を行 く

時には，その途 中で早 く仲直 りをしな

さい。」(マ タイ5：25)こ れ は，いつ
はんりよ

も伴侶 の言いな りになった り，利用さ

れた りす る ことを よしとしな さい と

言っているのではありません。互いに

歩み寄 り，夫 または妻の行動 をどう感

じているか， はっきりと， しか も穏や

かに伝え合 うべ きだという意味です。

すべての人の動機や その人の直面 して

い る悩みを知ることが私たちには不可
なんじ

能だからこそ，主は 「汝 らにはすべて

の人 を赦 す ことを求め らる」(教 義 と

聖約64：10)と 教 えてお られ るのです。

かぎ

赦すための鍵

1.伴 侶 の考え方に照 らして状況を

見 てみる。

2.立 場を変えて，夫 または妻が ど

れほど赦 してほしいと望んでいるか想

像 してみる。

3.相 手の長所をすべて思い出 して

みる。必ずと言 ってよいほど短所 よ り

長所の方が多いはず。

4.自 分の感情 をコントロールでき

る自信があるときだけ話す。

5.だ れが正し くてだれが間違って

いるか考 えない。

6.み た まを求 める。そうすれ ば，

相手 を赦せるように聖霊が助 けて くだ

さる。

2マ イル行 く

ジムとマ リアンは，ふた りの結婚生

活 にどち らがよ り貢献 しているか比較

す ることに時間を費や していました。

ふた りは， 円満な結婚生活のためには

責任をふた りで均等に果たしてい くこ

とが不可欠だと思い込 んでいたのです。

そして互いに相手 はずるい と思ってい

ました。ふた りとも相手の貢献度が低

すぎると感 じ，いっ も腹 を立ててい ま
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した。

主 は昔，その ような問題の解決法 を

教えて くだ さいました。

「あなた を訴 えて
，下着 を取 ろうと

する者 には，上着を も与 えなさい。

もし，だれかが，あなたをしいて一

マイル行かせ ようとす るなら， その人

と共にニマイル行 きなさい。

求める者 には与 え，借 りようとする

者 を断るな。」(マ タイ5：40-42)

ジム とマ リア ンが互 いにどれほど相

手か らもらえるかか ら， どれほど相手

に与 えられ るか ということに焦点を変

えた時，ふた りの結婚生活はよい方向

に向か ってい きました。モ ルモ ンは

「愛 はキ リス トの純粋 な愛 で あって」

「自分の利益 を求め 〔ない〕」 と教えて

います。(モ ロナイ7：45，47参 照)

山上 の垂訓 には， この教えを効果的に

実践 する原則が次の ように記されてい

ます。「だか ら，何事 で も人々か らし

てほしいと望む ことは，人々に もその

とお りにせよ。 これが律法であ り預言

者で ある。」(マ タイ7：12)

この原則を実践す るうえで，ジム と

マ リアンは，まず相手が ほん とうに望

んでいることを互いに知 る必要があ り

ました。マ リアンはロマンチス トで，

夫か ら心 のこもった短いメモや， とき

には花 を贈 られるのを好 み，夫か らの

「愛 してるよ」 とい う言葉 を頻繁 に聞

きたがってい ました。反対 にジムは，

「愛 している」 と伝 える最良の方法 は
，

家で故障 した物 を修理 した り，庭の手

入れ をした り，家族に経済的な保証を

与 えた りすることだ と思い込んでいた

のです。 どち らの考 えにも優劣はあり



ません。ふた りは互いの 「愛の言語」

が異な ることにひ とたび気づ くと，相

手の言語 を語 りだしました。その結果，

ふた りは相手の結婚生活への貢献度 に

満足 し，公平だ と感 じ始 めたので した。

かぎ

公平な結婚生活のための鍵

1.相 手 に与 えることに重点 を置 く。

2.自 分が相手に どれだ け与 えたか

や，相手か らどれだけ与 えられたかに

こだわ らない。

3.相 手の必要に対 し敏感になる。
はん

往々にして自分の必要とする事柄は伴
りよ

侶のそれ とは異 なることを心に留める。

4.お 互 いの 「愛の言語」を語れる

ようになる。

「裁 くな」

ブレッドとジー ンはある電機器具 を

買い替 える計画 を立 て，何度 も一緒 に

出かけてはさまざまな機種 を比べてい

ました。その うち，や っとふた りとも

気 に入 った機種 を見つけたのですが，

値段が高かったので買 うのをためらっ

てい ました。翌日，ジー ンを喜 ばせよ

う思った ブレッドは，ひ とりで店に出

かけて行 ってその気に入った機種 を買

い，ジー ンが外出してい る間 に配達し

て もらう手配 をしました。帰宅 してそ
ろうばい

の品物 を見たジーンは狼狽しました。

そして， フレッドが自分の意見を聞か

ずに最終的な決断をした ことを思いや

りに欠けると非難 したのです。その非
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山上の垂訓には，結婚生活を豊かなも

のとするうえで役立つ福音の原則がた
ゆる

くさん含まれている。赦し，奉仕，忍
けんそん

耐，聞 く耳を持つこと，謙遜 さ，愛な

どもその一例である。

難が きっかけで，ふた りの会話 は口論

にまで発展 して しまいました。

結婚生活 においては， しばしば相手

に対する裁 きが問題の原因にな ります。

ブレッドとジー ンの場合のように，人

は間違った憶測に基づいて裁いてしま

いがちです。 そんな誤 った憶測や非難

が怒 りや反感 を生 むのです。

救い主は次の ように警告 しておられ

ます。 「人 をさば くな。自分が さばか

れないためである。

あなたがたが さば くその さばきで，

自分 もさばかれ……るであろう。……

なぜ，兄弟の目にあるちりを見 なが
はり

ら， 自分 の 目にあ る梁 を認 めないの

か。」(マ タイ7：1-3)

夫や 妻を厳 しく裁 くのは，たいてい

その人 自身の生活に潜む問題 の現われ

です。裁 く代わ りに 「伴侶の この行動

あるいはこの態度が気 に入 らないのは

なぜなのか」 と， 自問 自答 してみるこ

とが大切です。それによって，私たち

は自分の目か ら 「梁を取 りのける」(マ

タイ7：5)こ とができ，相手の欠点

があまり目につかな くなるはずです。

裁きを避ける鍵

1.コ ミュニケー ションの道 を残す。

定期的に話 し合 う夫婦 には，深刻な誤

解が生じにくい。



2.夫 や妻 に対 して非現実的な期待

をしない。

3.疑 わ しい点は相手 に有利に解釈

してあげる。

4.人 にはそれぞれ異なる長所や短

所があることを覚えてお く。人は皆成

長するペースが異なる。

5.相 手に変わってほしい と考える

前に， 自分が変われ る部分を見いだす。

自 制

ジ ョンとキャシーも自分たちの結婚

生活 に関してカウンセラーの助けを求

めました。「ジ ョンはかん しゃ くを抑

えられないんです」 とキャシーは切 り

だしました。「いつ も怒 ってばか りです

し，ほとんどの場合，私 には何で怒 っ

ているのかもわか らないんです。」

話が進 むにつれて，ジ ョンのい らだ

ちは目に見 えて高 まっていきました。

そして突然立 ち上がると，キャシー を

怒鳴 りつけたのです。 「こんな話は も

うた くさんだ。カウンセリングがいるの

はぼ くじゃな くて君だよ。」そう叫ぶな

り，青ざめて震 えているキャシーを残

し，部屋 を飛 び出 して行 ったので した。

感情が激 しているときに， みた まを

感 じる ことは不 可能です。救 い主 は

ニーファイの民に 「争いを好 む心ある
つ

者 はわれに属 く者にあらず して悪魔 に

属 くもの な り」(IIIニ ー ファイ11：

29)と 教 えられました。家庭 の中で怒

りを抑 えないでいることは，悪魔 に家

族 を引き裂 く環境を提供す るのと同じ

なのです。怒 りは利己的で，私たち自

身の内にある最 も悪 しき感情へ と発展

します。

山上の垂訓の中でも，・救 い主は怒 り

について次のように注意 を喚起 してお

られ ます。「兄弟 に対 して怒 る者は，

だれで も裁判 を受 けねばな らない。兄

弟にむかって愚か者 と言 う者 は，議会

に引きわたされ るであろう。 また，ば

か者 と言う者 は，地獄 の火に投げ込 ま

れるであろう。」(マ タイ5：22)

この聖句で，主が悪 口をいさめてお

られることに注 目して ください。家族

の中で， しばしばけんかの相手に対 し

てけな した り傷っけるような言葉 を浴

びせた りす ることがないで しょうか。

怒 りの代 わ りに必要なのは自制です。

だからといって，無礼な行 ないに対 し

て不快感 を伝 えた り，正当な反論 をし

た りすべきでない とい うことではあり

ません。 しかしそんな とき，無礼なの

は人ではな く，その人 の行動であるこ

とを忘れないで ください。主は私たち

に 「柔和 と温情 と偽 らざる愛」を実践

するよう勧告しておられ ます。

「聖霊 に感動 しては機 に臨みて 〔時

を置かず〕激しく 〔はっきりと〕人を責
しか なんじ

む。然 る後， また彼の汝 を敵視せ ざら

んために責めた るその人 に一層の愛を

示す」(教 義 と聖約121：41，43)の です。
かぎ

この場合の鍵 は自制 と愛です。 この

ふたつの特質 は，時間をかけて忍耐強

く育てなければな りません。

怒りを克服する鍵

1.怒 りを感 じた とき，「怒 りを表

わ した らだれの得になるだろうか」 と

自問してみ る。 もし批判が相手の益に

ならないなら，口に出さない。
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2.相 手 を責めることが必要ならば，

時を置かずにはっきりと行ないを正し，そ

の後，相手 に対 してより一層の愛を示す。

3.悪 口を言わない。特に怒 りに任

せて悪 口を言 ってはならない。

4.生 活のほかの面で も自制心 を養

う努力をする。

5.生 活の中に聖霊を求める。主の

みた まと怒 りを同時に感 じることは不

可能だか ら。

山上の垂訓を生かす

山上の垂訓の中には， このほかにも

結婚生活の助 けになる福音の原則があ

ります。奉仕，忍耐，聞 く耳 を持つ こ
けんそん

と，i謙遜，そして愛などです。このよ

うな資質 は，結婚生活で 自然 にはぐく`

まれ るものではあ りません。夫婦が一

致 し努力 してこそ，夫婦のきずなは強

め られるのです。

聖典 は夫婦 が 「一体 となる」(創 世

2：24)こ とを教 えています。一体 に

なるとは，夫 と妻がそれぞれ個人の人

格を保ちなが ら，ふた りの生活 と思い

をひとつにしてい くことを指 します。

このような夫婦の一致 を実現 し，相手

を助 けるために 「利己心」 を克服 しよ

うとするとき，何 よりも役立つのが聖
たまもの

霊の賜です。夫婦の～致が進むにつれ

て，結婚生活 はよ り一層すばらしい も

のにな り，主が山上の垂訓で示された

「それだか ら，あなたがたの天の父が

完全であられ るように，あなたがた も

完全 な者 とな りなさい」(マ タイ5：

48)と い う理想に近づ くことができる

のです。□

























私たちは，そうした娯楽 を求めたと

きの結果について じゅうぶんに理解 し

ておかなければなりません。両親 の皆

さんはお子 さんに警告 を与 え，永遠の

罰があることを教 える必要があ ります。

今晩 ここに集われた兄弟たち， もし，

そうした明 らかに卑わいな事物 を，た

とえ軽度なものであれ，見た り，読 ん

だ り，聴いた りす るならば，愛 に満 ち

た神はきっ と悲しまれ ます。 また 自分

の霊にもひ どい傷 を負 ってしまうので

す。自.分の家の居間で あれ どこであれ，

そうした汚れた ものを見た り聴いた り

して， その結果苦 しみを受 けない人 は

だれ もいません。 その結果 を間違いな

く被 ることになるのです。

私たちが記憶 しなければならないの

は，私たちが正 しい生活の報い として

この世で受 けられ るものは一部 にすぎ

ないということです。同様 に，神の戒

めを破 った ことから来 る悲 しみ も， こ

の世で生活 している間にすべてを味わ

うわけではありません。永遠は長い，

長い道 のりなのです。

皆さん，そうした ものか ら離れましょ

う。年齢制限のあるなしにかかわらず，

いかがわしい行為や表現が含 まれてい

る映画やビデオ，出版物，音楽を遠ざけま

しょう。皆さんの居間からそうしたものを

一掃する勇気 を持 って ください
。 そう

したテープや出版物をいちばんふさわ

しい場所であるごみ箱 に捨 てましょう。

教義 と聖約 にはこの ことについての

警告 と約束があります。約束 はこうで
なんじ あらわ

す。「もし汝 ら誠心誠意 わが光栄 を顕
み

さん とすれば，汝 らの全身光明に充た

うち

されて汝 らの中に暗黒な く，その光明

に充 ちた る体 はすべ ての事 を理解 せ

ん。」(教 義 と聖約88：67)

この聖句 をきょうの話 に当てはめて

みましょう。私 の理解では，たとえ軽

度の ものであっても今話 したような も

のを見た り聴いた りす ると，私たちの

心 を暗黒 が支配す るために，内なる光

は弱 くな ります。その結果，私たちは

仕事 や教会，学校，家族，そ して個人
めいせき

の問題 について，明晰な思考がで きな

くな ります。問題解決のための光の源

への経路が， さまざまな汚れた思い.の

ために詰 まってしまうか らです。 また，

どの ようなことであれ，直接に啓示 を

受 ける権利が大幅 に制限され ます。勉

強も仕事 もうまくい きません。 自分 の

力で処理せざるを得ず，その結果失敗

も多 くなり，気持ち も沈んで きます。

心がすばらしい器であることを覚 えて

おいて ください。心は入って きた もの

がごみであれ美しい ものであれ，その

中にとどめるのです。卑わいなものを

見た り聴いた りすれば，それが どこか

ら来たか にかかわ りな く，私たちの心

はそれを記録 します。 そして美し く清

い思いを隅に押 しの けて しまうのです。

そうすると希望 とキリス トへの信仰 は

薄れ，次第に心の動揺や不満が付 きま

とうようにな ります。

兄弟や姉妹や両親 と一緒 にいても，'

以前 ほど楽 しくな くな ります。こうし

て，心にも家庭に も平安 と満足が見い

だせな くな ります。私た ちは，後 に

なって しなければよかった と思 うよう

な ことをしてしまうものなのです。 さ

聖徒 の道/1995年9月 号

44

らに，悪意 に満 ちた争いの心が頭 をも

た げ，それが表面化す るとキリス トの

みたまは離れていきます。

もう一度言います。 このようなもの

を遠ざけましょう。離れ ましょう。焼

いて，消 して，捨ててしまい ましょう。

年齢制限のある映画の多 くがサタンの

影響を受けて作 られた ものだ と言 えば，

それは厳 しす ぎると言われるでしょう。

しか し，私たちの標準 は年齢制限の有

無 に左右され るものではないはずです。

繰 り返 します。本来の意図か ら考 えれ

ば， こうした映画や音楽やテープなどは，

あらゆる暗黒の主の目的を満たすため

のもの以外 の何 もので もあ りません。

さて，不適切 なものを読 んだ り見た

りする ことに関 して問題を持っている

人がい らっ しゃるな ら，希望 と，反撃

のための作戦 をお授けしましょう。若

い人の場合 は両親か監督の所に行 って

助 けを求めて ください。 また年齢 に関

係 な く，主に助けを求 めなければな り

ません。 よくない行ないを改め， これ

まで話 したような汚れた霊 を清めるの

は簡単 なことではありませ んし，時間

もかか ります。 しか し，必ずで きます。

不純物 をすべて取 り除いて霊を清め
ひ けつ

る秘訣 は，決 してむずか しいものでは

あ りません。 まず，毎 日を心か らの朝

の祈 りで始めて，夜の祈 りで終わるこ

とです。私が知るか ぎり， これは霊を

清 めるうえで最 も大切 な段階です。祈

りの中で率直 に，悪い習慣 を捨て去 る

力を求めた り，罪 を不快 に思 う気持ち

を求めた りするとよいでしょう。

一方
，すべての祈 りがその日に， ま
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短日聖典を勉強することにより，霊的な強さかさらに増し加えられます。聖典の勉強は長くなくてかまいませんが，毎日すへき

てす。今晩から聖典を読み始め，たとえ数分ても1日 も欠かさすそれ;を続けてくたさい。聖典は，私たちか光の力て暗黒を圧倒

することかてきるように助けてくれます。

た蓼 日にさえこたえられるわけではな

い ことを心 に留めておかなけれ ばな り

ませ ん。長い時間がかかることがあ り

ます。やってみたけれ どあきらめた と

いう人は，何度 も何慢 もや ってみて く

ださい。あきらめすにやれ ば，天の御

父は皆 さんの努力を見捨てられること

はあ りませ ん。

攻撃作戦の第2段 階 は，毎 日聖典 を

勉強することによ り，零的な強 さをさ

らに増 し加 えることてす。聖典 の勉強

は長 くな くてか まい ませんが，毎 日す

べきです。私が皆 さんの立場で した ら，

今晩聖典 を読んて，1[も 欠かさずそ

れ を続 けるで しょう。た とえ数分でも

読みます。堅典 は，私たちが光の力て

略黒をLL倒 す ることがてきるように助

けて くれ ます。

私が勧める第3の 段階は，必要な と

きに，告白を通 して得 られる祝福 を受

けることです。過ちを悔 い改めないば

か りに罪の意識にさいなまれている人

があまりに も多 くいます。告 白は悔 い

改 めの一都です。 もし告白が必要な状

態 てあれば，明 目， 日が暮れ る前 に驕

督 に会いに行 って ください。

私 は救い主が この業を導いておられ
あかし

ることを証 します。私の気持 ちを，モ

ロナイ書第10章32節 に記 された偉大な

予言者モロナイの別れの言棄に託 した

いと思い ます。
み コと

「キ リス トの御許 に来て キリス トに

ま ナナ

よって全 くなれ。すべて神のみこころ

に背 くことを捨 てよ。 もしこのように

して勢いと心 と力 とをつ くして神を愛

するならば，神があなたたちに与えた

もう恵みは充分である。恵みが充分な

らはあなたた ちはこの恵みを受けてキ

リス トにより全 くなる。 もし神の恵み

を受 けキ リス トによ り全 くなるならば，
ち が ノ

決 して神の能力 と権能 とを否定するこ

とがて きない。」b
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い ことになったために，タヒチカップの決勝戦は土曜 日

に行なわれることとなりました。そればか りか太平洋大

会の日程 まで変更されたのです。ひ とりの青年の信念が，
一国のスポーツ上の慣習 までも変えてしまったのです

。

エロール ・ベネ ットは現在タヒチ ・ピラエステーキ部

のステーキ部長であり，ナイアの父親です。 この父親の

おかげで，ナイアは日曜日にサッカーをしなくて済んで

います。父親が遭遇 したようなむずかしい選択 に迫 られ

た ことは今 までありません。ナイアのチームにいるほか

の11人 の末 日聖徒の仲間たちもそれは同じです。ナイア

の妹たちも日曜日にバスケットボールの試合をすること

はあ りません。タヒチの人間ならだれで も末 日聖徒に向

かって， 日曜日にプレーす るか，などと聞いた りはしま

せん。ナイアは父親の決断 をどのように受け止 めている

ので しょう。ナイアは語 ります。「父 を誇 りに思 ってい

ます。最高の決断だった と思います。ポリネシアの人な

ら，だれでもこのことを知 っていますよ。」

有名人の父親を持 ってよかった点 はこのようなことで

すが，逆に困るのはどのようなことで しょうか。それは

父親のようにりっぱな人物 となることを皆に期待される

ことです。ベネットステーキ部長は息子にどれほどの期

待がかけられているかをよく知 ってい ます。「だれ もが

第2の エロール ・ベネ ットを期待 しているんです よ」 と，

ベネットステーキ部長 は言います。「で も息子 には周 り

のことは気にするなと言っています。自分 らしくプレー

すればいいんです。ほかの人のまねをする必要はないの

ですから。自分に合った トレーニングをして，自分 にし

かで きないサ ッカーをしてほしいですね。」

ベネットステーキ部長 はナイアの所属する特別チーム

で今で も活躍 しています。42歳 になった彼はそろそろ引

退 しようと考 えています。 このごろ年 には勝てないと感

じているのです。それで も若い選手たちの可能性を引き

出す手助 けができることに生 きがいを感 じています。グ

ラウンドに立つエ ロールの姿には，すべてを息子に引き

継 ぐといった気配 はまだ感 じられ ません。誇 りを感 じさ

せ る声でちょっと意地悪そうに，選手 としての息子の能

力 を分析 します。「あの子ならやって くれ るで しょう。

父親を追い抜 くだろうとは言いませんが， きっと大成す

るでしょう。」

ナイアはサ ッカーに関するかぎ り，父親 と同じ道 を歩

んできました。でも彼は少 しだけ父親 とは違うことをし

ようとしています。「ぼ くは伝道 に出たいんです」 とナ

イアは言います。エロールは結婚 してから教会に入った

ので，若いころ伝道に出る機会があ りませんで した。エ

ロールに とって，息子の伝道を援助で きることほどうれ

しい経験 はないでしょう。

穏やかなひ ととき，父親 と息子が中庭に腰掛けていま

す。ベネッ トステーキ部長 は息子 に大好 きな聖句，アル

マ書第17章2節 から3節 を開けて見せ ます。モーサヤの

息子たちが長い別離の後，友人であるアルマに再会 した

時の ことを記 した箇所です。皆が伝道に励 み，信仰強 く，
しもへ

神の僕 として仕 えていたことを互いに知 り，喜び合 うの

です。

ベネットステーキ部長が何を息子に望んでいるかは容

易に想像で きます。それがた とえサ ッカーであろうと，

まった く別の分野であろうと，ナイアの将来に関して父

親にとって何 よりうれしいのは，いつまで も信仰深 く神

に仕 える息子の姿を見 ることなのです。□

左 ナイアはステーキ部長である

父から聖典学習上のコーチも受けて

いる。上 ベネット家でのおもな

活動はやはりサッカーだが，ナイア

の妹たちの好きなスポーツはバ

スケ ットボールである。
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項 目 リス ト

5

使 い方 『聖句ガイ ド』の項 目リス トは,福 音に関す る項 目を五+音 順に並ぺ たも

のである。それぞれの項 目について,ま ず短い解説があ り,次 いで最:も重要 と思

われる参照聖句の箇所が挙げてある。そ してそれ ぞれの聖句には,そ の聖 句の直

接の引用 または内脊 を短 くまとめたものが付いている。参照聖句の掲載順 は,(1)

『旧約聖書』,(2)『 新約聖書』,(3>『 モルモン書』,(4)『 教義 と聖約』,(5)『 高価

な真珠』である。以下はその例 であ る。なお,『 聖書』の聖句については,特 に指

定がないか ぎり,日 本聖書協会発行 『聖書』(1954,55年 改訳)を 用いた。

專県鼎 の太字一黙 影 謝 綴禦葦難 ＼
各項　 ＼ レ幕二蝋

。_.感､。 書い
たり,話 した りした言葉。当教会が今

日,公 式の正典 として認めている聖文

は,『 聖書』『モル モン書』 『教義 と聖

約』『高価な真珠ユであ る。 イエス と

『新約聖書』の著者たちは,『旧約聖書』

時々｢聖 句ガイ ド｣
の中の別の項目に,

探 している情報が含

まれていることが あ

る。鍵括弧の項目は

それ を調べるのに役

立つ。

。繕,聖 文､見 。､。。。(。,/霧 窺警 糠
く理解で きるように22:29;ヨ

ハ5:39;2テ モ3:15;2す るための ものであ

ペ テ1:20-21)。 る。

礁 畠雰駈 ＼ 聖文の価値,あな。はイ。ラ。ルの
＼ 参羅 句には

,そ のいるものもある。分 すべ ての人の前でこの律法を読んで聞
聖句の引用または内類項目は字体を変え

て表示してある。 かせ なければな らない(申 命31:10一 容を短くまとめたも

13)。 すべての聖文 を自分 たちに当て のが付いている･

はめて,そ れが 自分 たちの利益 となり

(1ニ フ19:23)。 わたしは聖文 に喜び

を感 じる(2ニ フ4;15-16)。 民は聖

賭耀句＼轟 綴諺覧君轡

諜ll霧:鑛_照
を調べてみる。.参 照項目の中で再分

多妻結婚｢結 婚 一多妻結婚｣参 照 類してあるものにつ
いては,一 を用いて

示してある。

改訂新版の特長として,書 や章の前書き,な らびに脚

注によって,『モルモン書』が活用しやすくなった点

が挙げられる。脚注には,す べての標準聖典と｢聖 句

ガイド｣の 参照箇所が記されている。

改訂新版 『モ.ルモン書』の巻末に付された｢聖 句ガイ

ド｣に は,語 句の詳細な定義や関連項目の参照箇所;を

はじめ,様 々な情報が掲載さ:れている。

本文や教義の概要が記されています。

また,各 章で扱う出来事のおおよその

年代も挙げられています。

脚 注

脚 注には,『 聖書』の聖句 も含 めた

相互参照聖句 に加 え,『 モルモ ン書』

巻末の｢聖 句ガイ ド｣の 参照箇所 も記

されています。 さらに,ヘ ブライ語か

らの翻訳例,文 法構造上難解な部分の

解説,古 語の説明 も含 まれています。

脚注 の数 は非常 に多 いので,そ れ ら

を整理す るため.に新 しい分類法が考案

され ました。各節の最初の脚注番号は

小 さな上付 き数字 の1)と し,以 下

2),3)と い うように,必 要に応 じ

て番号が付 されています。 この連番 は,

脚 注のある節 ごとに,1)か ら始 まり

ます。 したがって,各 ペ ージ下欄の脚

注 は節番号 と脚注番号で照合できます.。

例 えば,第1節 に3つ の脚注がある場

合,脚 注欄 には照合のため,1①,②,

③ という番号が付 されます。同様 に,

第2節 の脚注 は2①,② というように

な り ま す 。

｢聖 句 ガ イ ド｣

改訂新版 『モルモン書』 の際立 った

特徴の一つは,巻 末の｢聖 句ガイ ド｣

と題する資料が付 いていることです。

この資料は大管長会 と十二使徒定員会

の指示の下で作成 され ました。末日聖

徒が聖典 を深 く研究 し,主 イエス･キ

リス トのさらに献身的な弟子 となるよ

う促すためです。

｢聖 句ガイ ド｣に は,聖 典 か ら引用

…

｣ 聖徒 の道/1995年9月 号
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るのです。彼 らはイエスがキ リス トで

あるという証 を持 ち,そ の ように宣言

し,主 を擁護する力 を持つ ようになる

でしょう。｣(｢聖 典｣『 聖徒 の道』1983

年1月 号,pp92-93)

また,1983年4月 の総大会では,ハ

ワー ド･W･ハ ンター長老が こう証 し

ました。｢〔『モルモ ン書』 を読むな ら

ば〕あなたの生活 に多大な影響が もた

らされ るこ とで しょう。 『モルモ ン

書』は,神 が人間に どのように接せ ら

れたか を教 えると同時 に,福 音の教 え

に従 って生活 したい という思いをさら

に強めて くれ るで しょう。 またイエス

につ い て力 強 い証 を与 えて くれ ま

す。｣(｢復 活 の証拠｣『 聖徒の道』1983

年7月 号,p27)

新 しい学習補助資料 と霊感 によって

翻訳 された日本語版の聖典は,教 会員

をはじめ とする大勢の人々が聖文 にさ

らに精通 しようと努 める ときにすばら

しい助 けになるで しょう。改訂新版の

『モルモン書』が もた らす祝福 を余す

ところな く享受するため,す べての会

員が個人用の 『モルモン書』を入手 し,

聖 典 を,特 に 『モルモン書』 を自分で,

また家族で毎 日研究するようにお勧め

します。□

再組織された秋田地方部長会

去る5月E旧,仙 台伝 道部の リ

チャード･M･オ ースティン伝道部長

管理の下に開催された秋田地方部大会

で,1993年10月 より地方部長の責任を
さ とうゆう き

果たしてきた佐藤祐輝兄弟が解任さ:れ,
にゆうい つね お

新たに乳井恒雄兄弟(写 真中央)が 召
い とうのり お

された。第一副地方部長には伊藤誠男

兄弟(写 真左)が,第 二副地方部長に
あ べ こうのう

は阿部公能兄弟(写 真右)が 召され,

その任に当たる。

｢神とすべての人を愛して｣

25年前にまかれた信仰の種が改宗への導き

仙台伝道部秋田地方部長 乳井恒雄

5
月21日 の秋田地方部大会で,リ

チャー ド･M･オ ー ステ ィン伝

道部長 より地方部長の召 しを受けまし

た。｢私 には とて もできない,お 断わ

りしよう｣と 何度 も迷いましたが,私

の口をついて出たのは｢お 受けいたし

ます｣と いう言葉で した。今思い出し

ても恥ずかしいのですが,そ の一一瞬 に,

何 かわか らない晴れが ましさと,こ の

職 につける責任の重 さを同時に味わい

ました。

バプテスマを受 けてか らまだ7年 足

らず,そ して組織の中で活動すること

に疎い私 には,地 方部の責任が とて も

重いものであることはわかっていて も,

今,秋 田地方部 がどのような状況にあ

り,地 方部長 としての自分 に何が求 め

られてい るか さえわか りませんで した。

これ までの経験か ら,教 会での召 しは,

召 された人 を成長させ るためにある と

の確信だけがあ りました。 それが召 し

を受けるに当たって私が考 えたすべて

で した。

主か らの召 しを受けるとき,決 まっ

て頭 に浮かぶのはモルモン経ニー ファ

イ第一書第3章7節 にある聖句です。

そこには｢主 が命 じた もうことには,
な まえもっ

人 がそれを為 しとげるために前以てあ

る方法が備 えてあ り,そ れでな くては,

主 は何 の命令 も人 に下 した まわない｣

とあ ります。これまでの数少ない召 し

の責任 を通 して も,こ の聖句が真実で

あることを幾度 とな く実感 させ られて

きました。従順に従 うことと,誠 心誠

意努力 することの決心さえできている

ならば,必 ず召 しの責任 は果たすこと

がで き,そ の過程で多 くの実 りがもた

聖徒 の道/1995年9月 号
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盒 国侭スケ轡ト･侭 レ〉一謂一ル1蚤季翻

月25日 土 曜 日,小 雨 の 降 る 中,全 国 バ ス ケ ッ ト･バ

3 レーボール選手権大会がそれぞれの会場である駒沢
オリンピック記念体育館 と海老名運動公園体育館で開催さ

れました。

この大会は,ア ジア北地域会長会の発案の下に,バ ス

ケット･バ レーボール全国大会実行委員会が組織され,準

備が進められました。スケジュールやそのほか解決しなけ

ればな らないさまざまな問題点 を抱 えなが らも全国40の ス

テーキ部･地 方部の参加を得て,大 会は無事 に終了しました。

大会 の主旨は教会の若人の活動を応援 し,活 発な伝道活

動 を推進することにあ り,教 会の青少年 と独身成人 に,ス

ポーツの公式戦 を通 して｢ス ポーツの機会｣｢知 り合 い,

友 好関係 を築 く機会｣を 提供す ることが目標 となっていま

した。以下は参加 されたかたがたの感想です。

灘
鑛

教会外の人々と
一丸となった活動

｢今 回のバスケ ッ ト･バ レーボール

全国選手権大会 は,日 本全国から参加

で きる教会のプログラムであ り,し か

もスポーツ愛好家の一般の方 もチーム

に加わってともに競技できるとい う点

で画期的なものだった と思います。

本来 は 『救 い』 とい う精神領域 に関

す るプログラムを推進するのが教会の

使命 だと思い ますが,人 間に とってス

ポーツや文化的な活動は,も ともと精

神領域に も深 くかかわ りを持 っている

ものだ と思います。

教会の主催する,あ るいは協賛する

『教会の標準 を守 って参加でき
,水 準

が高 く,か つ教会員 も教会員でない方

も参加できるプログラム』が存在す る

ことは大変価値のあることだと思います。

もちろん初 めての試みで したから,

運営面での反省点は多々あります。た

とえば,一 部 の運営担当者に多 くの負

担がかか ってしまった こと,開 催地の

ステーキ部 の会員 に時間や労力のみな

らず経済的にも多大な負担をか けてし

まった ことなどです。

しかしなが ら,雨 の中,負 傷者 を背

負って宿泊所 まで送 り届 け,最 後 まで

大会 を見届けて くだ さった実行委員や,

快 く選手の宿泊,送 迎の世話 をして く

ださった ワー ド部の会員の姿などはと

て も印象的で した。｣(全 国選手権大会

バスケ ッ トボール審判担 当:横 浜 ス

テーキ部川崎支部･小 野和俊)

あまり活発でなかった

会員が再び教会に

｢3月24日 か ら26日 までの3日 間の

バスケッ ト･バ レーボール全国大会へ

の旅は,沖 縄の青少年の何人かにとっ

ては飛行機,東 京,雪,地 下鉄 などの

すべてが初 めてづ くしとなったようで
しんぼく

す。ホテルでは,夜 遅 くまで親睦 を図

る機会があったようで,あ まり活発で

なかった会員 も安息日の集会に参加す

るようになった ということを聞 き,そ

れだけで も大 きな成果だった と思いま

す。大会へ向けての練習で一緒 に汗 を

流 した ことが,お 互 いの仲間意識を強

めて くれた と思い ます。｣(沖 縄那覇 ス

テーキ部沖縄 ワー ド部･伊 波貴)

'3･だん見られない姿に感動

｢走 る,跳 ぶ,打 つ。 コー トの中で

懸命 に戦 う選手 と,そ れを応援する人

たちがひ とつ となって競い合 う姿を見

て とて も感動 しました。ふだんの安息

日には見 られない兄弟姉妹たちの活動

的な一面 を見 ることができ,力 強 く感

じました。｣(我 孫子ステーキ部つ くば

ワー ド部･御 園智子)･

あかし

証を強め,培 う機会 に

｢私 は この大会 に参加 できた ことを

深 く感謝 してい ます。大会 のレベルに
ごう

高を くくり 『全国制覇』 を目指 した傲
まん

慢 な心がみ ごとに打ち砕かれて惨敗 し

てしまいました。 しかし,教 会員 と求

道者がひとつとなって練習 に励 んだ こ

とで,今 まで双方の間 にあった壁のよ

うなものが取 り除かれてい くのを感 じ

ました。教会 のさまざまな行事 に積極
あかし

的に参加することで自分の証が強めら

れ,証 を培うことができるのを知り得

たのは最も大きな収穫iでした。｣(東京北

伝道部新潟地方部長岡支部･大 河原吉明)

阪神大震災の中で

｢私 た ち北六 甲支部 と三木支部合同

の男子バ レーボールチームは,1月16

日(月)に 大阪ブロック予選 を勝 ち抜

きました。その翌 日があの阪神大震災。

両支部 の会員の被害は少なか った もの

の,救 援物資の仕分けや配達,炊 き出

しな どの奉仕 をし,体 育館 も物資 の保

管場所 となったた めじゅうぶんな練習

もできずに大会当日を迎 えました。若

い女性の手作 りの鉢巻 きをつけて名古

屋西ステーキ部 と対戦 し,大 差 で敗れ

てしまい ましたが,全 国の仲間か らの

大 きな励 ましを受 けました。｣(神 戸ス

テーキ部北六甲支部･湯 浅勲)

教会員でない友達に

｢私 た ちは今 回
,全 国バ レーボール

大会 に出場 しましたが,と て も楽 しい

思いをさせていただきました。やは り

スポーツはいいな と,し みじみ感 じま

す。久 しぶ りに体を動かすことができ

ました し,ま た友達 との友情 も一層深

まりました。特 に教会員 でない友達 に

少 しで も教会 について知 って もらえた

ことが よかったと思 います。｣(三 重地

方部四 日市支部･中 裕子)

簸
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宣教 師に出会 って46年

終戦後の混乱期の中でまかれた福音の種

東京ステーキ部ひばりケ丘ワード部 福田八重子

45年 の 終 戦 当 時,私 は12歳 。 小

19 学校に入 るとす ぐに｢米 国人 は
恐ろしい人｣と 教育 されてきました。

敗戦国 となった 日本 は米国の支配下 に

置かれ,間 もな く仙台にも米国の軍隊

が上陸す ることとな りました。｢米 国

軍隊が上陸す るときは,一 歩 も外 に出

てはいけない。顔 をのぞかせて もいけ

ない。｣夏 だ とい うのに窓 も戸 も閉 め

切 って,辺 りは静 まり返ってい ました。

どうして もアメ リカの兵隊 を見 たい と

思い,私 が障子の穴か らそっと外 を見

ると,ジ ープに乗った4人 のアメリカ

兵が外に銃 を向けて怖い顔 をして静か

にゆっ くり進んで行 くところで した。

私はその姿に恐 ろしさを感 じました。

それから何 日か過 ぎて,ふ か した芋

を母 と駅前 に売 りに行 くと｢チ ョコ

レー ト,チ ョコレー ト｣と 言 って,ボ

ロボロの洋服 を着た 日本人 の子供たち

がアメリカの兵隊に手を差 し出 してい

る姿 を目にしました。アメリカ兵 は自

分に配給 されたチ ョコレー トを日本の

子供 たち に配 っていたので す。私 は

｢ア メ リカ人 て
,や さ しい んだ｣と

びっ くりしました。

人生の大きな門出となった

宣教師との出会い

1949年 に なると多少 は生活にもゆ と

りができてきました。社交ダンスや英

語な ど,敵 国の もの として禁 じられて

いた ことが,あ ちこちで流行 していま

した。 ある日,姉 が社交ダンスを無料

で教えて くれるのでついて来ないか と

誘 って くれました。友達をひ とり連れ

て行 ってみると,2階 で行なわれてい

る英会話の方を姉に勧められ,言 われ.

た とお りにしました。 この英会話 で,

私 と友達 は末 日聖徒イエス･キ リス ト

教会の宣教師ふた りと出会い,そ れが

人生の大 きな門出 となったので した。

ひとりは赤木健二長老 という日系2

世 のアメリカ人,も うひとりはヒュ･

リン･オ ル ドハム長老 とい うアメ リカ

人で した。進駐軍(米 軍)の 中には,

長 い戦争のため心が玄 さんでいる人 も

おおぜいいたのですが,こ のふた りは

違っているととて も強 く感 じました。

誠実で清い人 たちだ と直感 したのです。

私が｢英 語 は話せ ません｣と 英語で言

うと,｢今,英 語がで きたで しょう｣
りゅうちょう

と流 暢な 日本語が返 って きたのに驚

きました。当時カ トリック教会へ行 き

始 めていた私 は,こ の英会話 をきっか

けに末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会へ

通 うことになったのです。

私は教義よ りも宣教師の人柄に引か

れ,彼 らに尊敬の念を抱 くようになっ

ていました。物資のなかった私たちは,

チ ョコレー トやバナナ,チ ーズを宣教

師か ら,教 会員の軍人の家族からは洋

騨

福
田
八
重
子
姉
妹
ご
家
族

服,シ ー ツ,靴,ま くらな どを頂 き大

助か りで した。私 は求道者で したが,

宣 教師 の後 につ いて街頭 で ち らしを

配った り,頂 いたチ ョコレー トを食 べ

ないで仙台の一番町で手 を高 くか ざし

て｢チ ョコレー トはい りませんか｣と

売って,教 会 の資金 にした りした こと

も忘れ られ ません。

1950年 に広瀬川で

バプテスマ

宣教師 に出会った翌年 の1950年11月

12日,広 瀬川で渡部正雄兄弟か らバ プ

テスマを受 けました。英会話へ一緒 に

行った友達 も,そ の 日,と もにバ プテ

スマを受けました。そして私 は,デ ニ
あんしゅれい

ス･ア トキン長老か ら按手礼 を受 けま

した。当時教会 の書物 としては明治時

代にアルマ･0･テ イ ラー長老が訳 し

た緑色の表紙のモルモン経 とジェーム

ズ･E･タ ル メージ長老 の書いた｢信

仰箇条の研究｣の ふたつだけで,賛 美

歌は5ミ リくらいの厚 さのもので した。

テキス トらしいもの もな く,ガ リ版で

刷 られた小冊子が配 られるぐらいだっ

たのです。

1957年6月,私 は北部極東伝道部の

専任宣教師 として召 され,当 時出版 さ

れたばか りの現在のモルモン経を教会

員か らプレゼン トされて伝道 に出まし

た。岡町,福 岡,広 島,金 沢で伝道 し

て20カ 月後,1959年2月 に帰還 し,そ
あつし

の年の9月15日 に福 田 濃 兄弟 と結婚

しました。

2年 後,夫 は結核が再発 し,生 命 の

保証 はないと言われなが ら左肺の3分

の1を 摘出する大手術を受 け,1963年,

無 事退院しました。大病の後 の職探 し

は大変でしたが,恵 まれて望んでいた

仕事 には就 くことができました。

盛岡の地に宣教師が

送られて来た日

それか ら6カ 月目,教 会 のない盛岡

への転勤 を命 じられたのです。｢異 例

の昇進｣と はい うものの,教 会 のない

所に住んだことのない私たちにはとて

も大 きなチャレンジでした。祈 った結

果,先 々を考えすぎるのはやめて仙台

の教会へ通 うことに決め,1966年 の3

月 に盛 岡へ引っ越 すことに'しました。
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日の光栄の部屋で

号泣した夫

1970年10月,教 会員 のツアーでソル

トレーク神殿へ行 き,待 ちに待った神

殿結婚をしました。やっと永遠の結婚

ができ,日 の光栄の部屋で号泣する夫

を見て私 は驚 きました。 そんな夫の姿

を見 るのは初 めてで した。

その時私 は,テ ンプルスクウェアの

タバ ナクルで日本の扶助協会 と題 して

英語で5分 間お話をするよう依頼 され,

｢日本人で車 を持 っている人 はまれで
,

子供 を3人 も4人 も連れて満員電車 に

乗 って家庭訪問に出かける｣と い う話

をしました。今では2台 の車を持つ家

庭 も珍 しくない時代です。 日本 はほん

とうに豊かにな りました。

1975年,日 本武道館での東京神殿建

設の発表は忘れ られない ものとなりま

した。4人 の子供の うち,下 のふた り

は誓約の子 でしたが,上 のふた りとは

まだ結び固めの儀式を受けていなかっ

たのです。主人 は東京神殿 の献堂式の
がん

少 し前に癌のために入院 してい ました

が,｢神 殿 で上のふた りの子供 と結 び

固めを受 けたい｣と 必死に願 ってい ま

した。 しか し,1981年2月17日,夫 は

次の世に旅立って しまい,私 にとって

大 きな大 きな試練 となりましたが,た

くさんの方の愛 によって支 えられてき

ました。

｢気長に御言葉を養い

育てるならば……｣

1949年,赤 木長老 とオル ドハム長老

によって東北の地,仙 台に初 めてまか

れた種 は大 き く実 りました。1950年 に
まこと

主人 と私,1952年 に主人の弟の福田真,

1975年 に主人 の母(72歳),私 た ちの

4人 の子供,1990年 に主人 の末弟の長

女里美がそれぞれバ プテスマ を受 けま

した。 この中で弟真(北 部極東伝道部,

後 に仙台伝道部長 となる)次 いで私,
ま り

私たちの長女真理(名 古屋伝道部),
みつる

長男満(仙 台伝道部),め いの里美

(名古屋伝道部)の5人 が専任宣教師

として働 く機会にあずかりました。

赤木健二長老は後に神戸伝道部長と

して,ま た日本宣教師訓練センター所

長(就 任後間もなく,突 然次の世に召
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された)と して日本 を再訪 され ました。

ヒュ･リ ン･オ ル ドハム長老 は現在仙

台伝道部 で,私 に按手礼 を して くだ

さったデニス･ア トキン長老は神戸伝

道部で,そ れぞれ夫婦宣教師 として働

いておられ ます。そしてソル トレーク

神殿 で私たちの永遠の結び固めの証人

をして くださった リチ ャー ド･オ ース

ティン兄弟 は,か つて仙台で専任宣教

師 として伝道され,現 在,仙 台伝道部

長 として働 いてお られ ます。

昨年夏,ポ ール･C･ア ン ドラス伝

道部長時代(北 部極東伝道部。1955-

1962)の 宣 教師の集いがユタ州 ドレー

パーで開催 され,出 席 しました。2度

目のソル トレーク訪問 とな りましたが,

そ こで36年 ぶ りに私の元同僚 と再会 し,

とても感動 しました。

50年 前の終戦は,私 にとって神様 と

の出会 いの初 めでした。戦争に負 けた

後,福 音 に接 した私は,自 由意志の真

髄 を知 りました。

おおぜいの人々 との出会 いは,い ろ

仙台ステーキ部泉ワード部の会員宅で

行なわれた旧仙台支部;を知る教会員の

同 窓 会(1995年6月10日)。 ① リ

チャード･オ ースティン仙台伝道部長

ご夫妻,㊧ 福田真(元 仙台伝道部長)

ご夫妻,③ ヒュ･リ ン･オ ルド八ム長

老(仙 台の初代宣教師)ご 夫妻,④ 渡

部正雄(初 代の仙台支部長)ご 夫妻,

⑤福田八重子姉妹

いうな意味で私の助 けとな り,祝 福 と

な りました。福音の糸にすが り教会に

通い続 けることにより,喜 びが祝福 と

して神様か らプレゼ ントされ るのです。

一粒の種 は
,大 き くふ くらんでやがて

た くさんの実 とな り私の心を豊かにし

て くれました。
み

｢あ なたた ちが心の中に神の御言葉

の根がつ くように勉めはげみ,厚 い信

仰 を以 て気長 に御言葉を養い育てるな

らば,や がてその言葉の実を とって腹

に満ちるまでそれを食 い,も う飢 える

こともな く渇 くこともないであろう。

この言葉の実 は最 も貴重であってあら

ゆる甘いものよりも甘 く,あ らゆる白

い ものよ りも白 く,あ らゆる清い もの

よりも清い。

私の兄弟たちよ,そ の時になってあ

なたたちは,自 分のために木が実を結
つく

ぶのを待 ちなが ら尽 した信仰 と勤勉 と

忍 耐 に対 す る報 い を受 け るで あ ろ

う。｣(ア ルマ32:42-43)(ふ くだ･

や えこ ワー ド部扶助協会教師)
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アワー ド部で中,米 人会員や求道者に

日本語を,日 本人会員には中国語を奉

仕で教授させていただいております。

私は教会に入ったため外務省を早 く

退職しました。留学時代の同僚は総領

事大使となりましたが,す でに退官ま

たは死亡しています。一方私は81歳に

なりますが,ま だ大学留学時代に覚え
しもべ

た語学で,今 なおキリス トの僕 として

神の王国の建設に奉仕 させていただい

ています。心か ら天父 と御子イエス･

キ リス トと皆様 に感謝してお ります。

(わ たべ･ま さおBYU第1ス テー

キ部アジアワー ド部祝福師)

族長としての

父の信仰を振り返って
総勢42人 の子孫に残 したもの

米国ユタ州オレム市在住

渡部正宋

昨年11月6日,私 は8歳 になっ一
た長男 とともにバプテスマの水

の中に立ちました。自分の子供 にバプ

テスマを施す というのは,や は り感慨

無量です。 ここユタ州オレム市 は,ブ

リガム･ヤ ング大学で有名 なプロボ市

(ソル トレークシテ ィーの南お よそ80

キロ)の 隣にあります。北国ではあ り

ませんが,標 高 が高 く,し か もロ ッ

キー山脈 に囲まれた盆地気候のため,

冬 の訪れ も早いのです。 その日も平野

部にこそなかったものの,山 々 は早,

雪帽子をかぶ り,空 気 は冷 ややかで し

た。 しかし,冷 暖房設備の整 った私た

ちのステーキ部センターでは,集 って
しんせき

くれた兄弟姉妹,親 戚一同,だ れも寒

さを感 じる者はいませんで した。 もち

ろんバプテスマの水 も,適 温 に調節さ

れてい ます。

数多くの宗教の中から

真理を探し求めて

その日をさかのぼ ること46年,1949

年 の同 じ11月6日,仙 台の広瀬川の冷

たい水の中に,ひ とりの男性がバ プテ

スマのために立っていました。35歳 の

その人,す なわち私の父である渡部正

雄兄弟は,長 年探 し求めていた真理 を

見つけ,バ プテスマが必要であること

を知 りました。

多 くの戦友 を失った父にとり,敗 戦

は落胆 と失望以外 の何 もので もなかっ

たのです。神国 日本の神話が崩れ,生

きる支えを失 った父 は,何 度 も戦友た

ちの後を追おうとしたそうです。一体

人生 とは何なのか,死 とは何 なのか,

父 は悩み苦 しみました。宗教 を片っ端

か ら研究するようにな り,神 道,仏 教

は もちろん,イ スラム教 も勉強 しまし

た。やがて,進 駐軍 とともにやって来

たカ トリック教会 の神父や,プ ロテス

タン ト教会の牧師たち と交際す るよう

にな り,キ リス ト教 を学 びました。 し

か しカ トリック教会1年,プ ロテスタ

ン ト教会1年 と通 ってみた父は,結 局

確信 を得 るまでには至 らず,洗 礼 を受

けることがで きませんでした。

そんなある日,ふ た りの若 いアメリ

カ人宣教師に紹介され ました。 はたし

て,初 めこそ こんな若僧 に何がわかる

か とばかにしていた父が,彼 らの教 え
けんそん

に驚嘆 し,謙 遜 にな り,心 を開いてい

きました。特 に,今 まで疑問に思って

いた,死 者の救いに関す る教義 をはじ

め,神 殿,生 ける予言者 の存在 には感

動 を覚 え,確 かにここに真理があると
あかし

いう証 を得たので した。

日本の教会初期の

開拓者としての父

ユタ州に現在住む私たち家族の友人

は,土 地がらそのほとんどが教会の開

聖徒 の道/r995年9月 号
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拓者の子孫です。証会では,自 分の先

祖たちが開拓者 として,多 くの困難 を

乗 り越えて,ア メリカ大陸 を横断 して

来たことを,涙 なが らに語 り,感 謝 を

する人が必ずひ とりやふた りはいます。

実際モルモン史は,多 くの迫害を受

けた開拓者たちの苦労 を抜 きにして語

ることがで きません。教会の映画な ど

は,ほ とんどが開拓者たちの苦労 と迫

害の悲劇 を題材 にしてい ます。確かに

宗教 に限 らず,国 家 をはじめ,ど んな

団体 にも産みの=苦しみがあ り,そ の中

心 となった人々はそれぞれの国や団体

のた めにすべてを犠牲 にし,命 まで も
ささ

捧げるものです。

若干の差 はあ りましょうが,日 本 の

モルモ ン史の中にも同様 の犠牲があっ

たであろうと私 は思 っています。なぜ

なら,涙 なが らに自分たちの先祖の こ

とを語 るユタの教会員たちの証 を聞 く

たびに私 も自分 の父を思い出すからで

す。

父は,日 本の初期 の改宗者 として こ

の46年 間,教 会 のために全 エネルギー

を注いで きました。バスや電車では,

常 時持ち歩 く教会のちらしを隣に座 る

人 に渡 し,伝 道 の機会 を探 しました。

仙台の父が乗 る通勤電車では,人 々か

ら｢キ リス トさん｣と まで呼ばれてい

たと言い ます。余談ですが,後 日ブラ

ジルで伝道 した私の兄 は,20年 近 くも

前に この｢キ リス トさん｣か らちらし

をもらい,ブ ラジルに移民後改宗 した

ひとりの 日本人 の男性 と出会 ってい ま

す。 また,当 時支部長 を務 めていた父

の下 で改宗した若人の中か らは,多 く

の教会指導者が誕生 しました。

教会のために仕事 も変えました。ハ

ワイ神殿訪問や,東 京神殿建設 のため

には貯金 をすべてはたきました。 そし

て私の渡米後にはす ぐ伝道の召 しを頂

き,父 はハ ワイ,日 本,そ して台湾 と

3力 国で計5期 の神殿宣教師を務 めま

した。今なお健在で,現 在プロボ神殿

で週末奉仕 させていただいてい ます。

父を重荷に感じ,

反発 した10代 のころ

しかし,若 い ころの私 にはそんな父

が重荷で しかなかったのてす。10代 の

時 はちらし配 りをす る父の姿が恥ずか
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る聖句を実際の経験として自分で確認
なんじ

したのです。｢ま た汝(す なわ ち汝 の

神権)に より,汝 のすえ(す なわち汝

の神権)に よる,そ はこの権能は汝に

よりて継続 し,ま た汝のすえ(す なわ

ち文字通 りのす え,汝 の体 よ り出でた
けんそく

るすえ)に よりて世界の春族ことごと

く祝福を得ん,す なわち福音の祝福に

して救いの祝福,す なわち永遠の生命
あた

の祝福 を得ん と言う約束 を汝 に与 うれ

ばな り。｣(ア ブラハム2:11)私 に与

えられた神権が息子に与 えられ,ま た

それ による祝福 を感 じるという,そ の

偉大な祝福 の中に永遠の真理 を認識 し

たので した。

この手紙 は常 に私の聖典の中に挟ん

であ ります。ステーキ部 の責任 を果た

す とき,ほ うぼうを旅行す るとき,ま

た家 にいるとき,い っで もその手紙 を

身近 に持 っています。そして時折読み

返 して は喜び と証 を得て,力 となって

い るのです。

まさしく｢私 の宣教師か らの手紙｣

は聖霊 によ り与 えられた証であ り,そ

れ は主の心であ り,ま た言葉 であ り,

永遠の救いに導 く(教 義 と聖約68:3

-4参 照)も のなのです
。

それ は私 自身の証で もあ ります。
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くは今｢オ ーブ ン より も熱 い

ぼ 所｣と 言われ るエルモシオの伝
道本部(メ キシコ)か ら書いています。

ぼくが伝道部長補佐 として本部 で働 き

だ してか らもう8カ 月にな りました。

その間にぼくは多 くの ことを学びまし

た。で もぼ くは転任することを願 って

い ます。 ぼくの本心 としてはや はり,

宣教師 として事務所ではなく外で働 き

たいのです。

ぼ くは伝道部長,と きには同僚 とと

もにソノラ州のほうぼうを回ってい ま

す。皆 とほうぼうを旅行 し,ほ かの宣

教師たちに会 うのは実に楽 しいです。

昨 日もぼ くは同僚 とともに小 さな村に

行きました。その支部は小さ く,長 年

閉鎖 されていましたが,3,4カ 月 前

に再開されたのです。

ぼ くたちが見た教会 は思っていた と

お りの建物 でした。小 さな四角の小屋

のような家が教会堂 として使われてい

て,宣 教師が運営面ですべての ことを

行なってい ました。教会の中にいた20

人 ほどの会員 とともに,ぼ くたちは霊
せいさん

的な聖餐式を始めました。床 もない土

の上 にひざまずいて,ス ペイン語で聖

餐を祝福 しました。 このつつましい会

員たち との聖餐は,ぼ く自身の心 を魅

了 しました。聖霊 に満た されて 目頭が

熱 くなるのをこらえなが ら祝福の祈 り

をしました。その時,ぼ くの心に強 く感

じたのは｢真 の教会｣と いう思いでした。

教会 というものは建物で はない,ド

レス とか洋服 とかネクタイというもの

で もない,根 本的な ものは人 々の信仰

と希望 と愛だ とい うことです。 こ

こでは人々が素直な心で福音 を受 け入

れ,そ れを土台 として生活 してい ます。

生活 はとても質素です。で も実 に幸福

な人たちなのです。 ぼ くは彼 らの心の

中 に神の業 を見 ました。信仰 と希望,

愛,思 いや りの心を,ぼ くは彼 らから

証 として学び得 ました。それは当た り

前のことですが,ぼ くは摂氏43度 とい

うすごい蒸 し暑 さの中で汗 をふきなが

ら,小 さな村 の教会で土 にひざまずい

て,愛 する人々 とともに｢真 の教会｣

というものを心か ら体験 したのです。

お父 さん,日 々与 えられた物質的な

豊かな恵みを感謝 して くだ さい。伝道

部で働いている人々は実によい人 たち

です。ぼ くは山の ようなた くさんの仕

事 に追われ ることもあ りますが,だ い

じょうぶです。 このようなことがなけ

れば外に出て宣教師 として働 きたい,と

い う気持 ちにさいなまれて しまい ます。

同僚はメキシコシテ ィーから来た,

とてもすばらしい宣教師です。お互い
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にわか り合 える同僚がいるとい うのは

大切 なことですね。ぼ くたちは本部で

の仕事の合間 に時間 を作 って,こ の町

の貧 しい地 区でほかの仲問 とともに伝

道 しています。それ らの地区にはギ ャ

ングだ とか麻薬で苦 しんでいる人々が

た くさん住 んでいます。ぼ くたちはこ

の地区で伝道することを1カ 月前 に許

可 されました。それ以来,一 生懸命 に

働いています。

以前 は町で も裕福な地区で働 きまし

たが,意 外 なことにとても多 くのバプ

テスマがあ りました。最近ぼ くはだい

ぶやせ ました。前の地 区 とは異なって,

この地区の多 くの人々は貧 しいため,

ぼ くたちを食事 に招待で きないのです。

別 にぼ くは気にしません。それ よりも

貧 しい人々の間で働 くときの方が幸福

に思われ るのです。それは福音 が彼 ら

の生活 の中に溶け込んでいるか らです。

彼 らの心の豊かさが 目に見えているか

らだ と思い ます。

夏が過 ぎれ ば間 もな く家に帰 ります

が,本 当にあっという間 に時間が過 ぎ

てしまいそうです。 もう4カ 月 しかあ

りません。考 えてみると,伝 道に出て

からぼ くはこの世的な社会生活に接 し

てい ません。生活環境 もまった く違 う

異文化 の中でさまざまな体験 をしなが

ら宣教師 として過 ごして きた月日を思

うと,家 に帰 るのが何か怖 いような不

安 な気持ちにな ります。

これまで,は だしでシャワーを浴び

ることす らで きませんで した。 もちろ

ん,お 湯のシャワーではありません。

土の中の寄生虫が足か ら体 内に入 るの

を防 ぐため,ス リッパ をはいたまま,

バ ケツで くんで きた水 を浴 びています。

その こと自体がぼ くの現実を物語 って

いると思います。

では,お 父 さん!お 体 を大切 にし

て,ま た手紙 を書いて ください。最後

にひ とつお願いがあ ります。おいしい

ピザをぼ くのために食べて ください。

プライス･A･鈴 木 長老 より

*マ イ ケ ル･鈴 木 兄 弟 は,ミ ネ ソ タ州 立

大 学 秋 田 校 の 音 楽教 授 と して1994年9月
きようべん

に来 日。 今 年8月 末 ま で教 鞭 を執 り,そ

の 後 帰 国 。 ミネ ソ タ州 ス フ ァー ル ステ ー

キ部 マー シ ャル支 部 所 属 。
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｢聖徒の道｣予 約講読キャンペーン実施中/

1995年9月1日 か ら10月31日 ま で(予 約 更 新/新 規 予 約)

年 間 予 約2,400円 半 年 予 約1,200円

定期 購 読 の方 法

*購 読料の払い込みには,以 下の3通 りの方法があります。(事務処理を円滑に行

なうために,下記のA,Bの:方 法によるユニットごとの一括注文にご協力ください)

A年 間購読料の銀行･郵 便局からの口座自動引き落 とし(手 続きの方法は各ユ

ニットの｢聖 徒の道｣係 にお尋ねください)

Bユ ニットの｢聖 徒の道｣係 への現金支払い

C専 用の振替払込通知表を利用した個人による郵便振替(本 誌最終ページのとじ

込み振替用紙をご利用ください)

*発 送についてのお問い合わせ→資材管理部配送センター 歴044-811-0417

お支払いについてのお問い合わせ→管理本部経理課 容03-3440-2602(直)

●新刊の紹介 ●

隔 欝ll

嵐:雛獅 瓢脚
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LDS文 庫,続 々刊行

(全12巻 を予定)

難 薯

躍

6月 発売一

■L口S文 庫1｢救 い主イエス･キ リス ト｣

86351300A6判304頁300円

■LロS文 庫2｢互 いに愛 し合いなさい｣

86352300A6判272頁300円

■L口S文 庫3｢家 族のきずな｣

86353300A6半 日28B頁300円

7月 発売一

圏L口S文 庫4｢全 世界に福音を伝える｣

B635430OA6判292頁:300円

■L口S文 庫5｢神 に従う女性｣

86355300A6半 聾276頁300円

■L口S文 庫6｢神 権を受ける者｣

B6356300A6半U312頁300円

｢LDS文 庫｣は
,宋 日聖徒イエス･キ リス ト教会 日本語版機

関誌｢聖 徒の道｣の1970年 代 か ら1990年 前後 にかけての記事の中

か ら,米 国ユタ州 ソル トレークシティーで開催され る年2回 の教

会総大会 での,教 会幹部 の説教をテーマ別にまとめた ものです。

(LDSは,末 日聖徒"LatterDaySaints"の 略)

8月 発売

■LロS文 庫7｢祈 りによって天父に近づく｣

8635730OA6判E36頁250円

■L口S文 庫8｢従 順の実｣

B6358300A6判334頁320円

翻L口S文 庫9｢み 言葉の力｣

86359300A6半U248頁250Fヨ

皆さんの原稿を募集しています

◎ご投稿の際には連絡先(住 所,電 話番号),教 会での責任

(役職名),所 属ユニット名と併せて生年;を記入し,写 真;を同

封のうえお送りください。原稿は一部手直しさせていただく

ことがあります。また,掲 載までに時間がかかる場合もあり

ますので,ご 了承ください。

◎お願い 海外 に召される日本人宣教 師たち;を紹介 してい

きますので,伝 道の召 しを受け取 り次第,｢聖 徒の道｣編 集

室に写真を添えてお知らせ ください。(氏 名 〔フリガナ),伝

道部名,召 された月を明記)

◎ あて先'⑰106東 京都港区南麻布5-10-30末 日聖徒イ

エス･キ リス ト教会｢聖 徒の道｣編 集室

岱03(3440)2666フ ァクシミ リ03(3440)3275
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